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（1）第164号� 令和元年９月１日大宜味村議会だより

議案 等の議決結果一覧

番号 件　　名 議案等の概要 結　果

承　認
第１号

専決処分の承認を求め
ることについて（平成
30年度大宜味村一般会
計補正予算（第８号））

既定の繰越明許費について、緊急に補正をする必要が生
じたが、議会を招集する時間的余裕がないため、地方自
治法第179条第１項の規定により、専決処分する。

承　認
全会一致

承　認
第２号

専決処分の承認を求め
ることについて（大宜
味村税条例等の一部を
改正する条例）

地方税法等の一部を改正する法律が平成31年３月29日に
公布されたことに伴い、本条例の一部を改正する必要が
あるが、議会を招集する時間的余裕がないため、専決処
分する。

承　認
全会一致

承　認
第３号

専決処分の承認を求め
ることについて（大宜
味村国民健康保険税条
例の一部を改正する条
例）

※承認第２号と同じ 承　認
全会一致

承　認　
第４号

専決処分の承認を求め
ることについて（大宜
味村固定資産税の課税
免除に関する条例の一
部を改正する条例）

沖縄振興特別措置法第９条等の地方税の省令、過疎地域
自立促進特別措置法第31条の地方税の省令の一部が改正
され、平成31年３月30日に公布されたことに伴い、本条
例の一部を改正する必要があるが、議会を招集する時間
的余裕がないため、専決処分する。

承　認
全会一致

議　案
第14号

大宜味村立認定こども
園設置条例

大宜味村立２保育所及び幼稚園を統合し、大宜味村立認
定こども園を開園するにあたり、地方自治法第244条の２
第１項の規定に基づき、条例を制定する必要があるため。

原案可決
賛成多数

議　案
第15号

幼保連携型総合施設建
築工事（建築）の請負
契約について

１．契約の目的　幼保連携型総合施設建築工事（建築）
２．契約の方法　指名競争入札による契約
３．契 約 金 額　３億4, 265万円
４．契約の相手　有限会社　名嘉工務店
５．工　　　期　自　令和元年５月23日
　　　　　　　　至　令和２年１月31日

可　決
賛成多数

議　案
第16号

幼保連携型総合施設建
築工事（電気）の請負
契約について

１．契約の目的　幼保連携型総合施設建築工事（電気）
２．契約の方法　指名競争入札による契約
３．契 約 金 額　4, 801万５千円
４．契約の相手　有限会社　沖工設
５．工　　　期　自　令和元年５月23日
　　　　　　　　至　令和２年１月31日

可　決
賛成多数

議　案
第17号

幼保連携型総合施設建
築工事（機械）の請負
契約について

１．契約の目的　幼保連携型総合施設建築工事（機械）
２．契約の方法　指名競争入札による契約
３．契 約 金 額　7, 282万円
４．契約の相手　有限会社　一円産業
５．工　　　期　自　令和元年５月23日
　　　　　　　　至　令和２年１月31日

可　決
賛成多数

令和元年 第２回（５月）臨時会  
令和元年５月22日の１日間の日程で第２回臨時会が行われ、次のとおり決定された。

令和元年９月１日� 第164号（2）大宜味村議会だより

番号 件　　名 議案等の概要 結　果

議　案
第18号

やんばるの森ビジター
センター施設外構工事
の請負契約について

１．契約の目的　��やんばるの森ビジターセンター施設外
構工事

２．契約の方法　指名競争入札による契約
３．契 約 金 額　１億8, 360万円
４．契約の相手　有限会社　一円産業
５．工　　　期　自　令和元年５月23日
　　　　　　　　至　令和元年６月28日

可　決
全会一致

令和元年 第３回（６月）定例会  
令和元年6月10日〜13日までの4日間の日程で第3回定例会が行われ、次のとおり決定された。
番号 件　　名 議案等の概要 結　果

議　案
第19号

大宜味村過疎地域自立
促進計画（平成28年度
〜平成32年度）の一部
変更について

主な変更点：過疎地域自立促進徳事業の事業内容に「観
光協会補助金」、「地域イベント支援事業」、「ビジターセ
ンター運営委託事業」を追加する。

原案可決
全会一致

議　案
第20号

令和元年度大宜味村一
般会計補正予算（第１
号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億1, 960万３
千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
44億3, 280万２千円とする。

原案可決
全会一致

議　案
第21号

令和元年度大宜味村国
民健康保険特別会計補
正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ41万７千円を追
加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億38万
７千円とする。

原案可決
全会一致

報　告
第４号

繰越明許費繰越計算書
の報告について（一般
会計予算）

平成31年度（令和元年度）への繰越額10億4, 837万８千円。 報　告

報　告
第５号

繰越明許費繰越計算書
の報告について（簡易
水道事業特別会計予
算）

平成31年度（令和元年度）への繰越額2, 098万５千円。 報　告

意見案
第６号

大宜味村内の河口閉塞
の抜本的な改善を求め
る意見書

海砂による河口閉塞が原因で床上浸水や畑冠水の被害も
経験しており深刻な問題となっている。住民の安全・安
心や経済的な観点からも早急な改善は必要不可欠である
為、提出する。

原案可決
全会一致

決議案
第１号

大宜味村内の河口閉塞
の抜本的な改善を求め
る要望決議

※意見案第６号参照。 原案可決
全会一致

陳　情
第３号

安心・安全の医療・介
護の実現と夜勤交替制
労働の改善を求める陳
情書

１��．医師・看護師・医療技術職・介護職などの夜勤交替
制労働における労働環境を改善すること。　〜以下省
略〜

不採択
賛成少数

陳　情
第７号

沖縄県民の生活を守る
ためにも国保制度改善
を求める陳情書

１��．住民生活を守る立場で、県知事会などが求めている
「１兆円規模」の国庫補助、定率補助の増加を実現する
ように引き続き強く求め、ほかの医療保険から比べても、
所得に対する保険料率が高く、生活を圧迫する国保料
（税）の抑制、引き下げを目指すこと。　〜以下省略〜

議員配布



（1）第164号� 令和元年９月１日大宜味村議会だより

議案 等の議決結果一覧

番号 件　　名 議案等の概要 結　果

承　認
第１号

専決処分の承認を求め
ることについて（平成
30年度大宜味村一般会
計補正予算（第８号））

既定の繰越明許費について、緊急に補正をする必要が生
じたが、議会を招集する時間的余裕がないため、地方自
治法第179条第１項の規定により、専決処分する。

承　認
全会一致

承　認
第２号

専決処分の承認を求め
ることについて（大宜
味村税条例等の一部を
改正する条例）

地方税法等の一部を改正する法律が平成31年３月29日に
公布されたことに伴い、本条例の一部を改正する必要が
あるが、議会を招集する時間的余裕がないため、専決処
分する。

承　認
全会一致

承　認
第３号

専決処分の承認を求め
ることについて（大宜
味村国民健康保険税条
例の一部を改正する条
例）

※承認第２号と同じ 承　認
全会一致

承　認　
第４号

専決処分の承認を求め
ることについて（大宜
味村固定資産税の課税
免除に関する条例の一
部を改正する条例）

沖縄振興特別措置法第９条等の地方税の省令、過疎地域
自立促進特別措置法第31条の地方税の省令の一部が改正
され、平成31年３月30日に公布されたことに伴い、本条
例の一部を改正する必要があるが、議会を招集する時間
的余裕がないため、専決処分する。

承　認
全会一致

議　案
第14号

大宜味村立認定こども
園設置条例

大宜味村立２保育所及び幼稚園を統合し、大宜味村立認
定こども園を開園するにあたり、地方自治法第244条の２
第１項の規定に基づき、条例を制定する必要があるため。

原案可決
賛成多数

議　案
第15号

幼保連携型総合施設建
築工事（建築）の請負
契約について

１．契約の目的　幼保連携型総合施設建築工事（建築）
２．契約の方法　指名競争入札による契約
３．契 約 金 額　３億4, 265万円
４．契約の相手　有限会社　名嘉工務店
５．工　　　期　自　令和元年５月23日
　　　　　　　　至　令和２年１月31日

可　決
賛成多数

議　案
第16号

幼保連携型総合施設建
築工事（電気）の請負
契約について

１．契約の目的　幼保連携型総合施設建築工事（電気）
２．契約の方法　指名競争入札による契約
３．契 約 金 額　4, 801万５千円
４．契約の相手　有限会社　沖工設
５．工　　　期　自　令和元年５月23日
　　　　　　　　至　令和２年１月31日

可　決
賛成多数

議　案
第17号

幼保連携型総合施設建
築工事（機械）の請負
契約について

１．契約の目的　幼保連携型総合施設建築工事（機械）
２．契約の方法　指名競争入札による契約
３．契 約 金 額　7, 282万円
４．契約の相手　有限会社　一円産業
５．工　　　期　自　令和元年５月23日
　　　　　　　　至　令和２年１月31日

可　決
賛成多数

令和元年 第２回（５月）臨時会  
令和元年５月22日の１日間の日程で第２回臨時会が行われ、次のとおり決定された。

令和元年９月１日� 第164号（2）大宜味村議会だより

番号 件　　名 議案等の概要 結　果

議　案
第18号

やんばるの森ビジター
センター施設外構工事
の請負契約について

１．契約の目的　��やんばるの森ビジターセンター施設外
構工事

２．契約の方法　指名競争入札による契約
３．契 約 金 額　１億8, 360万円
４．契約の相手　有限会社　一円産業
５．工　　　期　自　令和元年５月23日
　　　　　　　　至　令和元年６月28日

可　決
全会一致

令和元年 第３回（６月）定例会  
令和元年6月10日〜13日までの4日間の日程で第3回定例会が行われ、次のとおり決定された。
番号 件　　名 議案等の概要 結　果

議　案
第19号

大宜味村過疎地域自立
促進計画（平成28年度
〜平成32年度）の一部
変更について

主な変更点：過疎地域自立促進徳事業の事業内容に「観
光協会補助金」、「地域イベント支援事業」、「ビジターセ
ンター運営委託事業」を追加する。

原案可決
全会一致

議　案
第20号

令和元年度大宜味村一
般会計補正予算（第１
号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億1, 960万３
千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
44億3, 280万２千円とする。

原案可決
全会一致

議　案
第21号

令和元年度大宜味村国
民健康保険特別会計補
正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ41万７千円を追
加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億38万
７千円とする。

原案可決
全会一致

報　告
第４号

繰越明許費繰越計算書
の報告について（一般
会計予算）

平成31年度（令和元年度）への繰越額10億4, 837万８千円。 報　告

報　告
第５号

繰越明許費繰越計算書
の報告について（簡易
水道事業特別会計予
算）

平成31年度（令和元年度）への繰越額2, 098万５千円。 報　告

意見案
第６号

大宜味村内の河口閉塞
の抜本的な改善を求め
る意見書

海砂による河口閉塞が原因で床上浸水や畑冠水の被害も
経験しており深刻な問題となっている。住民の安全・安
心や経済的な観点からも早急な改善は必要不可欠である
為、提出する。

原案可決
全会一致

決議案
第１号

大宜味村内の河口閉塞
の抜本的な改善を求め
る要望決議

※意見案第６号参照。 原案可決
全会一致

陳　情
第３号

安心・安全の医療・介
護の実現と夜勤交替制
労働の改善を求める陳
情書

１��．医師・看護師・医療技術職・介護職などの夜勤交替
制労働における労働環境を改善すること。　〜以下省
略〜

不採択
賛成少数

陳　情
第７号

沖縄県民の生活を守る
ためにも国保制度改善
を求める陳情書

１��．住民生活を守る立場で、県知事会などが求めている
「１兆円規模」の国庫補助、定率補助の増加を実現する
ように引き続き強く求め、ほかの医療保険から比べても、
所得に対する保険料率が高く、生活を圧迫する国保料
（税）の抑制、引き下げを目指すこと。　〜以下省略〜

議員配布



（3）第164号� 令和元年９月１日大宜味村議会だより

番号 件　　名 議案等の概要 結　果

陳　情
第８号

辺野古新基地建設の即
事中止と、普天間基地
の沖縄県外・国外移転
について、国民的議論
により、民主主義及び
憲法に基づき公正に解
決するべきとする意見
書の採択を求める陳情

2019年２月沖縄県による辺野古新基地建設に伴う埋め立
ての賛否を問う県民投票で、投票総数の７割以上が反対
の意思を示した。〜中略〜民主主義及び憲法にのっとっ
た公正な手続きを踏んだ解決をはかることを求める。

１��．辺野古新基地建設を直ちに中止し、普天間基地を運
用停止にする事。　〜以下省略〜

議員配布

陳　情
第９号

全国一律最低賃金制度
の実現と最低賃金を
1, 000円に引上げるこ
とを求める陳情

１��．地域間格差を広げ人口流出の要因ともなっている、
ランク制を廃止し、全国一律の最低賃金制度とし、ま
た、中小企業が安心して最低賃金を引き上げることが
できるよう中小企業支援策を拡充するよう、厚生労働
省に意見書を提出して頂くこと。　〜以下省略〜

議員配布

陳　情
第10号

公契約条例の制定を求
める陳情

１��．公共工事だけではなく、業務委託、指定管理者を含
むすべての公契約を対象としていただくこと。　〜以
下省略〜

議員配布

陳　情
第11号 ※陳情第８号と同じ ※陳情第８号参照。 議員配布

陳　情
第12号

沖縄県民の生活と国民
皆保険制度を守るため
に国保制度改善を求め
る陳情

※陳情第７号参照。 議員配布

陳　情
第13号

米軍普天間飛行場の辺
野古移設を促進する意
見書に関する陳情

宜野湾市民は、1945年４月１日の米軍上陸とともに始
まった米軍普天間飛行場の建設以来、74年間も普天間飛
行場とともに生活してきた。〜中略〜米軍普天間飛行場
の辺野古移設を促進する意見書を提出するようご配慮願
いたい。

議員配布

令和元年 第２回（５月）臨時会
議案第14号　大宜味村立認定こども園設置条例

反対 討論（吉浜　覚 議員）
私は、これまでに本村の未来を担う子や住民の命を守る為に安心安全な環境づくり等について繰り
返し訴えてきました。
本案は、「大宜味村立２保育所及び幼稚園を統合し、大宜味村立認定こども園を開園するにあたり、
地方自治法第244条の２第１項の規定に基づき、条例を制定する必要があるため、この案を提出する。
また、条例で名称を大宜味村立おおぎみこども園、位置を大宜味村字塩屋1306番87とする。さらに、
附則で施行期日について、この条例は、令和２年４月１日から施行する。準備行為について、こども
園の設置の届その他の準備行為は、この条例の施行日前においても行うことができる」と提案してお
ります。
これまでの幼保連携型総合施設建設予定地雑石撤去作業や造成工事などの準備行為は、自ら制度を
無視していたと証明をしているようなものです。また、幼保連携型総合施設整備の策定委員会で計画
候補地の検討が行われ、総合評価１位が旧大宜味小学校を覆した行政執行についても策定委員会や村
民の意思を軽視し愚弄するものであります。

令和元年９月１日� 第164号（4）大宜味村議会だより

村内の低地にあった重度身体障害者施設や消防署分遣所は、東日本大震災の教訓を活かし、避難を
しなくてもよい高所に移転をした身近な事例があります。子供たちの命を守るため、避難をしなくて
もよい高所に幼保連携型総合施設の設置が基本で理想であります。
しかし、村は複数の幼保連携型総合施設の候補地を示した中から、策定委員会が総合評価１位とし

た旧大宜味小学校の評価を覆した本案の場所は高所への避難ルートは国道58号を横断しなくてはなら
ないため、危険が増すと予想される場所に事業を推進しています。
地方自治法第224条２第１項に「公の施設の設置及びその管理に関する事項は、条例でこれを定めな

ければならない」とうたわれています。設置条例は、名称、位置や供用開始であり施行期日が明記さ
れており、設置場所を条例で定めるのは本案のみです。よって、事業を推進していくには、まず先に
法及び条例を制定し、その後に予算化して事業を執行していくのが筋だと考えます。
どうか、本村の未来を担う子の命を守るため、また、問題を抱え曖昧のままの事業推進に納得でき

るものではない、反対せざるを得ません。どうか、本議案に対して各議員の反対を求め討論とします。
�

賛成 討論（仲井間　宗利 議員）
委員会でもありましたとおり、人事の件とかいろいろありましたけれども、私も一般質問で、早期

に認定こども園を設置してほしいということで一般質問をしましたので、それにつきながら賛成の立
場で討論させていただきます。
設置の場所も津波とかそういうことでいろいろ出ましたけれども、行政は策定委員会等、いろいろ

重ねまして、いろんな形も出てきておりましたが、津波の件に関してはそういう場所がいいとなった
場合には、じゃあ、避難訓練をどうするか、避難場所はどうするかということで進めてまいりました。
それを踏まえて決定をして、建設もされてきております。時代に沿った認定こども園ということにな
りました。それを進めていったことに対して、私は賛成をしたいと思っております。以上です。
　

令和元年 第３回（６月）定例会
陳情第３号　安心・安全の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める陳情書
【委員長報告に対する】

反対 討論（吉浜　覚 議員） 
本陳情は、沖縄県那覇市奥武山町26－24－20、沖縄県医療福祉労働組合連合会執行委員長穴井輝明

から提出されたものです。本件の陳情趣旨は、医療や介護現場での人手不足はいまだに深刻な状態に
あります。人手不足により一人一人の過重労働がすすみ、過酷な夜勤や長時間労働などが解消されずに、
医師や看護師の過労死を引き起こす事態が続いています。厚生労働省も、医療職場や介護職場の勤務
環境改善の必要性を明らかにし、手だてを講じていますが、具体的な労働環境の改善には至っていま
せん。看護師の夜勤実態調査（2017年日本医労連調査、看護職員104, 672人分）では、２交替制勤務の
うち16時間以上の長時間夜勤の割合は43. 1％、勤務と勤務の間隔が極端に短い８時間未満の割合が
49. 0％でした。このような過酷な夜勤実態も背景に、慢性疲労を抱えている看護師は71. 7％、健康不
安の訴えが67. 5％、74. 9％の看護師が仕事を辞めたいと思いながら働いている（日本医労連2017年看
護職員の労働実態調査、33, 402人分）状態であり、問題の根底には慢性的な人手不足があります。ま
た介護現場では長時間夜勤の割合はさらに高く、小規模施設では１人体制の夜勤が恒常的に行われて
います。労働時間規制を含めた実効ある対策は、猶予できない喫緊の課題です。2007年に国会で採択
された請願内容（夜間は患者10人に１人以上、昼間は患者４人に１人以上など看護職員配置基準の抜
本改善、夜勤の月８日以内の規制など）の早期実施を行い、そのために必要な人員の確保を国の責任
で実行されることを強く求めます。そして国民誰もが安心して医療・介護を利用できるよう、保険料
や一部負担金の負担軽減が必要です。安全・安心の医療・介護の実現のため、下記の事項につき、地
方自治法第99条にもとづく国に対する意見書を決議していただけるよう陳情いたします。
陳情項目、１．医師・看護師・医療技術職・介護職などの夜間交替労働における労働環境を改善すること。



（3）第164号� 令和元年９月１日大宜味村議会だより

番号 件　　名 議案等の概要 結　果

陳　情
第８号

辺野古新基地建設の即
事中止と、普天間基地
の沖縄県外・国外移転
について、国民的議論
により、民主主義及び
憲法に基づき公正に解
決するべきとする意見
書の採択を求める陳情

2019年２月沖縄県による辺野古新基地建設に伴う埋め立
ての賛否を問う県民投票で、投票総数の７割以上が反対
の意思を示した。〜中略〜民主主義及び憲法にのっとっ
た公正な手続きを踏んだ解決をはかることを求める。

１��．辺野古新基地建設を直ちに中止し、普天間基地を運
用停止にする事。　〜以下省略〜

議員配布

陳　情
第９号

全国一律最低賃金制度
の実現と最低賃金を
1, 000円に引上げるこ
とを求める陳情

１��．地域間格差を広げ人口流出の要因ともなっている、
ランク制を廃止し、全国一律の最低賃金制度とし、ま
た、中小企業が安心して最低賃金を引き上げることが
できるよう中小企業支援策を拡充するよう、厚生労働
省に意見書を提出して頂くこと。　〜以下省略〜

議員配布

陳　情
第10号

公契約条例の制定を求
める陳情

１��．公共工事だけではなく、業務委託、指定管理者を含
むすべての公契約を対象としていただくこと。　〜以
下省略〜

議員配布

陳　情
第11号 ※陳情第８号と同じ ※陳情第８号参照。 議員配布

陳　情
第12号

沖縄県民の生活と国民
皆保険制度を守るため
に国保制度改善を求め
る陳情

※陳情第７号参照。 議員配布

陳　情
第13号

米軍普天間飛行場の辺
野古移設を促進する意
見書に関する陳情

宜野湾市民は、1945年４月１日の米軍上陸とともに始
まった米軍普天間飛行場の建設以来、74年間も普天間飛
行場とともに生活してきた。〜中略〜米軍普天間飛行場
の辺野古移設を促進する意見書を提出するようご配慮願
いたい。

議員配布

令和元年 第２回（５月）臨時会
議案第14号　大宜味村立認定こども園設置条例

反対 討論（吉浜　覚 議員）
私は、これまでに本村の未来を担う子や住民の命を守る為に安心安全な環境づくり等について繰り

返し訴えてきました。
本案は、「大宜味村立２保育所及び幼稚園を統合し、大宜味村立認定こども園を開園するにあたり、

地方自治法第244条の２第１項の規定に基づき、条例を制定する必要があるため、この案を提出する。
また、条例で名称を大宜味村立おおぎみこども園、位置を大宜味村字塩屋1306番87とする。さらに、
附則で施行期日について、この条例は、令和２年４月１日から施行する。準備行為について、こども
園の設置の届その他の準備行為は、この条例の施行日前においても行うことができる」と提案してお
ります。
これまでの幼保連携型総合施設建設予定地雑石撤去作業や造成工事などの準備行為は、自ら制度を

無視していたと証明をしているようなものです。また、幼保連携型総合施設整備の策定委員会で計画
候補地の検討が行われ、総合評価１位が旧大宜味小学校を覆した行政執行についても策定委員会や村
民の意思を軽視し愚弄するものであります。

令和元年９月１日� 第164号（4）大宜味村議会だより

村内の低地にあった重度身体障害者施設や消防署分遣所は、東日本大震災の教訓を活かし、避難を
しなくてもよい高所に移転をした身近な事例があります。子供たちの命を守るため、避難をしなくて
もよい高所に幼保連携型総合施設の設置が基本で理想であります。
しかし、村は複数の幼保連携型総合施設の候補地を示した中から、策定委員会が総合評価１位とし
た旧大宜味小学校の評価を覆した本案の場所は高所への避難ルートは国道58号を横断しなくてはなら
ないため、危険が増すと予想される場所に事業を推進しています。
地方自治法第224条２第１項に「公の施設の設置及びその管理に関する事項は、条例でこれを定めな
ければならない」とうたわれています。設置条例は、名称、位置や供用開始であり施行期日が明記さ
れており、設置場所を条例で定めるのは本案のみです。よって、事業を推進していくには、まず先に
法及び条例を制定し、その後に予算化して事業を執行していくのが筋だと考えます。
どうか、本村の未来を担う子の命を守るため、また、問題を抱え曖昧のままの事業推進に納得でき
るものではない、反対せざるを得ません。どうか、本議案に対して各議員の反対を求め討論とします。
�

賛成 討論（仲井間　宗利 議員）
委員会でもありましたとおり、人事の件とかいろいろありましたけれども、私も一般質問で、早期
に認定こども園を設置してほしいということで一般質問をしましたので、それにつきながら賛成の立
場で討論させていただきます。
設置の場所も津波とかそういうことでいろいろ出ましたけれども、行政は策定委員会等、いろいろ
重ねまして、いろんな形も出てきておりましたが、津波の件に関してはそういう場所がいいとなった
場合には、じゃあ、避難訓練をどうするか、避難場所はどうするかということで進めてまいりました。
それを踏まえて決定をして、建設もされてきております。時代に沿った認定こども園ということにな
りました。それを進めていったことに対して、私は賛成をしたいと思っております。以上です。
　

令和元年 第３回（６月）定例会
陳情第３号　安心・安全の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める陳情書
【委員長報告に対する】

反対 討論（吉浜　覚 議員） 
本陳情は、沖縄県那覇市奥武山町26－24－20、沖縄県医療福祉労働組合連合会執行委員長穴井輝明
から提出されたものです。本件の陳情趣旨は、医療や介護現場での人手不足はいまだに深刻な状態に
あります。人手不足により一人一人の過重労働がすすみ、過酷な夜勤や長時間労働などが解消されずに、
医師や看護師の過労死を引き起こす事態が続いています。厚生労働省も、医療職場や介護職場の勤務
環境改善の必要性を明らかにし、手だてを講じていますが、具体的な労働環境の改善には至っていま
せん。看護師の夜勤実態調査（2017年日本医労連調査、看護職員104, 672人分）では、２交替制勤務の
うち16時間以上の長時間夜勤の割合は43. 1％、勤務と勤務の間隔が極端に短い８時間未満の割合が
49. 0％でした。このような過酷な夜勤実態も背景に、慢性疲労を抱えている看護師は71. 7％、健康不
安の訴えが67. 5％、74. 9％の看護師が仕事を辞めたいと思いながら働いている（日本医労連2017年看
護職員の労働実態調査、33, 402人分）状態であり、問題の根底には慢性的な人手不足があります。ま
た介護現場では長時間夜勤の割合はさらに高く、小規模施設では１人体制の夜勤が恒常的に行われて
います。労働時間規制を含めた実効ある対策は、猶予できない喫緊の課題です。2007年に国会で採択
された請願内容（夜間は患者10人に１人以上、昼間は患者４人に１人以上など看護職員配置基準の抜
本改善、夜勤の月８日以内の規制など）の早期実施を行い、そのために必要な人員の確保を国の責任
で実行されることを強く求めます。そして国民誰もが安心して医療・介護を利用できるよう、保険料
や一部負担金の負担軽減が必要です。安全・安心の医療・介護の実現のため、下記の事項につき、地
方自治法第99条にもとづく国に対する意見書を決議していただけるよう陳情いたします。
陳情項目、１．医師・看護師・医療技術職・介護職などの夜間交替労働における労働環境を改善すること。



（5）第164号� 令和元年９月１日大宜味村議会だより

①��　１日且つ１勤務の労働時間８時間以内を基本に、労働時間の上限規制や勤務間のインターバル
確保、夜勤回数の制限など、労働環境改善のための規制を設けること。
②　夜勤交替制労働者の週労働時間を短縮すること。
③　介護施設や有床診療所などで行われている「１人夜勤体制」をなくし複数夜勤体制とすること。
２．安全・安心の医療・介護を実現するため、医師・看護師・医療技術職・介護職を増員すること。
３．患者・利用者の負担軽減をはかること。
４．費用削減を目的とした病床削減は行わず、地域医療に必要な病床機能を確保すること。　以上。
したがって、本陳情は、2007年に国会で採択された内容の早期実施を行い、そのために必要な人員
の確保を国の責任で実行されることを求めたものです。本件は、安全・安心の医療・介護を実現して
いかなければならない国民的な課題であります。地方議会である本議会も国会と連携を密にし、国民
全体で労働環境の改善を求めていくために、本陳情に対し各議員の賛成を求め討論とします。
�

賛成 討論（仲井間　宗利 議員）
不採択の理由を申し上げます。
１．陳情文書だけを送りつけて、説明もなく誠意が見えない。
２．沖縄県医療福祉労働組合連合会とはどのような連合組合かもわからない。
３．経営者側に配慮がない。
４．民主主義多数決で賛成少数であったということ。
大宜味村議会であり、県議でも私たちはありません。国会議員でもありません。私たちが第一に考
えることは大宜味村をどのように発展させるかを一番に考えることが村議の任務だと思います。この
ような理由により、不採択となりました。

賛否 分かれたもの
令和元年 第２回（５月）臨時会 採
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果
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議
長
）件　　名

議案第14号
大宜味村立認定こども園設置条例

賛
成
多
数

原
案
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

議案第15号
幼保連携型総合施設建築工事（建築）の
請負契約について

賛
成
多
数

可
　決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

議案第16号
幼保連携型総合施設建築工事（電気）の
請負契約について

賛
成
多
数

可
　決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

議案第17号
幼保連携型総合施設建築工事（機械）の
請負契約について

賛
成
多
数

可
　決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －
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議
長
）件　　名

陳情第３号
安心・安全の医療・介護の実現と夜勤交
替制労働の改善を求める陳情書

賛
成
少
数

不
採
択

× × × 〇 〇 × × 〇 × －

〇：賛成　　　×：反対　　　欠：欠席　　　退：棄権と意思表明しての退場

令和元年９月１日� 第164号（6）大宜味村議会だより

一
般
質
問

友寄 景善　議員

度
に
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
た

が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。な
ぜ
実

行
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
？
先
送

り
で
き
な
い
喫
緊
の
事
業
で
あ

る
と
思
う
。
今
後
の
計
画
は
？

答
宮
城
功
光
村
長

　
や
ん
ば
る
の
森
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
や
幼
保
連
携
型
総
合
施

設
整
備
な
ど
の
大
型
事
業
を
進

め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
補
助
事

業
で
の
実
施
が
厳
し
い
中
、
進

め
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

具
体
的
に
い
つ
整
備
す
る
と
は

断
言
で
き
な
い
。
新
庁
舎
建
設

や
結
の
浜
の
海
浜
整
備
な
ど
の

事
業
も
予
定
し
て
い
る
の
で
、

財
源
の
確
保
を
含
め
、
状
況
を

見
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
２
村
内
に
は
高
齢
者
を
含

め
、
行
政
の
支
援
・
手
助
け
を

必
要
と
す
る
村
民
が
大
勢
い
る
。

今
後
ま
す
ま
す
、
様
々
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
総
合
的

な
福
祉
の
向
上
を
推
進
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
村
民
の
日
々

の
暮
ら
し
、
つ
ま
り
日
常
生
活

の
課
題
を
優
先
的
に
取
り
組
む

の
が
村
行
政
の
基
本
だ
と
考
え

る
。
村
民
が
切
実
に
望
ん
で
い

る
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備

が
先
送
り
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

確
実
に
、
そ
し
て
早
期
に
整
備

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
る
か
？

答
佐
久
川
紀
亮
住
民
福
祉
課
長

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
。
補
助
事
業

が
な
い
状
況
で
、
今
現
在
進
め

る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
今

後
、
新
庁
舎
の
整
備
の
中
で
必

要
の
あ
る
機
能
を
入
れ
て
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
も

一
緒
に
で
き
な
い
か
。
も
し
く

は
新
庁
舎
が
で
き
た
後
の
旧
大

宜
味
小
学
校
の
跡
地
を
活
用
し

て
で
き
な
い
か
、
そ
う
い
っ
た

も
の
を
含
め
て
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

危
機
管
理
体
制
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
？

問
村
長
が
県
内
離
島
を
含
め
、

県
外
に
出
張
す
る
場
合
、
副
村

長
は
最
低
で
も
沖
縄
本
島
内
に

待
機
す
る
の
が
鉄
則
で
は
な
い

か
。
し
か
も
教
育
長
も
本
島
を

離
れ
、
三
役
が
大
宜
味
村
を
留

守
に
し
て
い
る
。
異
常
事
態
で

は
な
い
か
。
危
機
管
理
体
制
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
大
き
な

疑
念
を
抱
い
て
い
る
。
三
役
が

本
島
を
離
れ
、
大
宜
味
村
を
留

守
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
村
長

の
見
解
は
？

答
宮
城
功
光
村
長

　
災
害
等
緊
急
時
の
危
機
管
理

体
制
の
観
点
か
ら
疑
念
を
抱
か

れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
思
う
。

今
後
は
、
本
部
長
、
副
本
部
長

が
不
在
と
な
り
、
総
務
課
長
が

職
務
を
代
理
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
努
め
て
い
く
。

友
寄
景
善
議
員

　
防
災
意
識
に
つ
い
て
の
認
識

が
甘
い
。
今
後
し
っ
か
り
と
体

制
を
見
直
し
て
、
不
測
の
事
態

に
備
え
る
よ
う
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

問
１
大
宜
味
村
第
５
次
総
合

計
画
は
、
村
内
各
種
団
体
の
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
、
住
民
意
見
交
換
会
、

村
総
合
計
画
審
議
会
な
ど
を
経

て
、
村
内
外
の
各
界
各
層
か
ら

広
く
意
見
を
反
映
さ
せ
平
成
28

年
に
村
議
会
の
議
決
を
経
て
策

定
さ
れ
た
。村
民
の
思
い
や
願
い

が
詰
ま
っ
た
村
の
あ
る
べ
き
姿
、

村
の
進
む
べ
き
方
向
性
、つ
ま
り

村
の
将
来
像
が
詰
ま
っ
た
総
合

計
画
で
あ
る
。本
計
画
に
は
、「
多

機
能
型
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

整
備
に
取
り
組
む
」と
、明
記
さ

れ
、過
疎
計
画
に
は
、平
成
30
年



（5）第164号� 令和元年９月１日大宜味村議会だより

①��　１日且つ１勤務の労働時間８時間以内を基本に、労働時間の上限規制や勤務間のインターバル
確保、夜勤回数の制限など、労働環境改善のための規制を設けること。

②　夜勤交替制労働者の週労働時間を短縮すること。
③　介護施設や有床診療所などで行われている「１人夜勤体制」をなくし複数夜勤体制とすること。

２．安全・安心の医療・介護を実現するため、医師・看護師・医療技術職・介護職を増員すること。
３．患者・利用者の負担軽減をはかること。
４．費用削減を目的とした病床削減は行わず、地域医療に必要な病床機能を確保すること。　以上。
したがって、本陳情は、2007年に国会で採択された内容の早期実施を行い、そのために必要な人員

の確保を国の責任で実行されることを求めたものです。本件は、安全・安心の医療・介護を実現して
いかなければならない国民的な課題であります。地方議会である本議会も国会と連携を密にし、国民
全体で労働環境の改善を求めていくために、本陳情に対し各議員の賛成を求め討論とします。
�

賛成 討論（仲井間　宗利 議員）
不採択の理由を申し上げます。

１．陳情文書だけを送りつけて、説明もなく誠意が見えない。
２．沖縄県医療福祉労働組合連合会とはどのような連合組合かもわからない。
３．経営者側に配慮がない。
４．民主主義多数決で賛成少数であったということ。
大宜味村議会であり、県議でも私たちはありません。国会議員でもありません。私たちが第一に考

えることは大宜味村をどのように発展させるかを一番に考えることが村議の任務だと思います。この
ような理由により、不採択となりました。

賛否 分かれたもの
令和元年 第２回（５月）臨時会 採

決
の
結
果

大
城
　佐
一

宮
城
　良
治

仲
井
間
宗
利

友
寄
　景
善

大
山
美
佐
子

大
城
　邦
彦

宮
城

　貢

吉
浜
　覚

安
里

　重
和

平
良

　嗣
男

（
議
長
）件　　名

議案第14号
大宜味村立認定こども園設置条例

賛
成
多
数

原
案
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

議案第15号
幼保連携型総合施設建築工事（建築）の
請負契約について

賛
成
多
数

可
　決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

議案第16号
幼保連携型総合施設建築工事（電気）の
請負契約について

賛
成
多
数

可
　決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

議案第17号
幼保連携型総合施設建築工事（機械）の
請負契約について

賛
成
多
数

可
　決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

令和元年 第３回（６月）臨時会 採
決
の
結
果

大
城
　佐
一

宮
城
　良
治

仲
井
間
宗
利

友
寄
　景
善

大
山
美
佐
子

大
城
　邦
彦

宮
城

　貢

吉
浜
　覚

安
里

　重
和

平
良

　嗣
男

（
議
長
）件　　名

陳情第３号
安心・安全の医療・介護の実現と夜勤交
替制労働の改善を求める陳情書

賛
成
少
数

不
採
択

× × × 〇 〇 × × 〇 × －

〇：賛成　　　×：反対　　　欠：欠席　　　退：棄権と意思表明しての退場

令和元年９月１日� 第164号（6）大宜味村議会だより

一
般
質
問

友寄 景善　議員

度
に
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
た

が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。な
ぜ
実

行
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
？
先
送

り
で
き
な
い
喫
緊
の
事
業
で
あ

る
と
思
う
。
今
後
の
計
画
は
？

答
宮
城
功
光
村
長

　
や
ん
ば
る
の
森
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
や
幼
保
連
携
型
総
合
施

設
整
備
な
ど
の
大
型
事
業
を
進

め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
補
助
事

業
で
の
実
施
が
厳
し
い
中
、
進

め
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

具
体
的
に
い
つ
整
備
す
る
と
は

断
言
で
き
な
い
。
新
庁
舎
建
設

や
結
の
浜
の
海
浜
整
備
な
ど
の

事
業
も
予
定
し
て
い
る
の
で
、

財
源
の
確
保
を
含
め
、
状
況
を

見
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
２
村
内
に
は
高
齢
者
を
含

め
、
行
政
の
支
援
・
手
助
け
を

必
要
と
す
る
村
民
が
大
勢
い
る
。

今
後
ま
す
ま
す
、
様
々
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
総
合
的

な
福
祉
の
向
上
を
推
進
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
村
民
の
日
々

の
暮
ら
し
、
つ
ま
り
日
常
生
活

の
課
題
を
優
先
的
に
取
り
組
む

の
が
村
行
政
の
基
本
だ
と
考
え

る
。
村
民
が
切
実
に
望
ん
で
い

る
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備

が
先
送
り
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

確
実
に
、
そ
し
て
早
期
に
整
備

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
る
か
？

答
佐
久
川
紀
亮
住
民
福
祉
課
長

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
。
補
助
事
業

が
な
い
状
況
で
、
今
現
在
進
め

る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
今

後
、
新
庁
舎
の
整
備
の
中
で
必

要
の
あ
る
機
能
を
入
れ
て
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
も

一
緒
に
で
き
な
い
か
。
も
し
く

は
新
庁
舎
が
で
き
た
後
の
旧
大

宜
味
小
学
校
の
跡
地
を
活
用
し

て
で
き
な
い
か
、
そ
う
い
っ
た

も
の
を
含
め
て
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

危
機
管
理
体
制
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
？

問
村
長
が
県
内
離
島
を
含
め
、

県
外
に
出
張
す
る
場
合
、
副
村

長
は
最
低
で
も
沖
縄
本
島
内
に

待
機
す
る
の
が
鉄
則
で
は
な
い

か
。
し
か
も
教
育
長
も
本
島
を

離
れ
、
三
役
が
大
宜
味
村
を
留

守
に
し
て
い
る
。
異
常
事
態
で

は
な
い
か
。
危
機
管
理
体
制
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
大
き
な

疑
念
を
抱
い
て
い
る
。
三
役
が

本
島
を
離
れ
、
大
宜
味
村
を
留

守
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
村
長

の
見
解
は
？

答
宮
城
功
光
村
長

　
災
害
等
緊
急
時
の
危
機
管
理

体
制
の
観
点
か
ら
疑
念
を
抱
か

れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
思
う
。

今
後
は
、
本
部
長
、
副
本
部
長

が
不
在
と
な
り
、
総
務
課
長
が

職
務
を
代
理
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
努
め
て
い
く
。

友
寄
景
善
議
員

　
防
災
意
識
に
つ
い
て
の
認
識

が
甘
い
。
今
後
し
っ
か
り
と
体

制
を
見
直
し
て
、
不
測
の
事
態

に
備
え
る
よ
う
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

問
１
大
宜
味
村
第
５
次
総
合

計
画
は
、
村
内
各
種
団
体
の
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
、
住
民
意
見
交
換
会
、

村
総
合
計
画
審
議
会
な
ど
を
経

て
、
村
内
外
の
各
界
各
層
か
ら

広
く
意
見
を
反
映
さ
せ
平
成
28

年
に
村
議
会
の
議
決
を
経
て
策

定
さ
れ
た
。村
民
の
思
い
や
願
い

が
詰
ま
っ
た
村
の
あ
る
べ
き
姿
、

村
の
進
む
べ
き
方
向
性
、つ
ま
り

村
の
将
来
像
が
詰
ま
っ
た
総
合

計
画
で
あ
る
。本
計
画
に
は
、「
多

機
能
型
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

整
備
に
取
り
組
む
」と
、明
記
さ

れ
、過
疎
計
画
に
は
、平
成
30
年
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一
般
質
問

大山 美佐子　議員

答
宮
城
功
光
村
長

　
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
っ

て
、
低
所
得
者
や
高
齢
者
と

い
っ
た
方
に
は
一
定
の
影
響
が

で
て
く
る
と
認
識
し
て
い
る
。

国
が
進
め
る
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
に
お
い
て
、
消
費
税

の
引
き
上
げ
に
よ
る
増
収
分
を

社
会
保
障
の
財
源
に
充
て
る
こ

と
で
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
の

先
送
り
の
軽
減
を
実
現
す
る
た

め
に
消
費
税
引
き
上
げ
を
行
う

と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
今
回
は
、

幼
児
教
育
の
無
償
化
等
の
負
担

軽
減
な
ど
、
新
た
な
子
育
て
支

援
に
回
す
方
針
も
示
さ
れ
て
い

る
。
将
来
を
見
据
え
た
社
会
保

障
の
充
実
、
私
た
ち
の
生
活
全

体
の
安
定
と
い
う
広
い
視
点
に

立
ち
、
総
合
的
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
は
消

費
税
増
収
分
を
し
っ
か
り
と
社

会
保
障
の
安
定
・
充
実
の
た
め

に
進
め
て
ほ
し
い
。

大
山
美
佐
子
議
員

　
消
費
税
引
き
上
げ
で
は
な
く
、

米
軍
へ
の
思
い
や
り
予
算
な
ど

を
廃
止
し
、
富
裕
層
と
大
企
業

に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
な
ど
、

消
費
税
に
頼
ら
な
い
別
の
道
で

確
保
す
べ
き
だ
と
思
う
。
消
費

税
が
10
％
に
な
っ
た
ら
生
活
で

き
な
い
と
い
う
村
民
の
声
も
聞

こ
え
ま
す
。
３
月
定
例
会
で
は
、

消
費
税
10
％
引
き
上
げ
中
止
を

求
め
る
意
見
書
・
陳
情
書
も
全

会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。
村

民
に
寄
り
添
っ
て
、
村
民
の
目

線
で
行
政
を
進
め
て
ほ
し
い
と

思
う
。

憲
法
九
条
改
憲
に
つ
い
て

問
昨
年
12
月
の
定
例
議
会
に

お
い
て
、
改
憲
に
反
対
す
る
村

長
の
お
考
え
を
伺
っ
た
の
で
す

が
、
再
度
伺
う
。
安
倍
首
相
は
、

憲
法
九
条
に
自
衛
隊
を
明
記
し
、

2020
年
施
行
す
る
と
発
言
し
て
い

る
。
国
民
投
票
の
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
規
制
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た

と
報
道
も
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
で

い
く
と
、
九
条
改
憲
に
進
ん
で

い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
村
長
の

見
解
を
伺
う
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
日
本
国
憲
法
第
九
条
は
、
日

本
国
憲
法
に
示
さ
れ
た
恒
久
平

和
は
戦
後
の
日
本
を
平
和
国
家

へ
と
築
き
上
げ
た
世
界
に
誇
る

崇
高
な
理
念
で
あ
り
非
常
に
大

切
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。
日

本
国
憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
と
思

う
。
そ
の
た
め
国
民
の
議
論
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
る
。

大
山
美
佐
子
議
員

　
今
度
の
参
議
院
選
で
議
会
の

三
分
の
二
以
上
の
改
憲
賛
成
の

議
席
を
得
た
ら
、
憲
法
九
条
改

憲
が
発
議
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

七
月
の
参
議
院
選
で
は
、
改
憲

の
賛
否
に
つ
い
て
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
。
ぜ
ひ
村
長
も

憲
法
九
条
の
碑
を
建
立
し
た
と

き
の
気
持
ち
で
九
条
改
憲
に
反

対
し
、
村
民
に
寄
り
添
い
行
政

に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
。

消
費
税
10
％
引
き
上
げ
に
対
す

る
村
長
の
考
え
を
問
う

問
10
月
か
ら
消
費
税
を
10
％

に
引
き
上
げ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
消
費
税
は
社
会
保
障
の
充

実
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際

は
、
消
費
税
は
一
般
財
源
に
組

み
入
れ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
法

人
税
や
所
得
税
の
穴
埋
め
に
使

わ
れ
、
社
会
保
障
は
削
減
さ
れ

て
い
る
。
大
宜
味
村
は
、
低
所

得
者
や
高
齢
者
の
方
が
多
く
、

今
で
も
生
活
は
苦
し
い
の
に
、

消
費
税
を
10
％
に
引
き
上
げ
た

ら
地
域
住
民
の
暮
ら
し
は
、
ま

す
ま
す
苦
し
く
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
村
長
の
考
え
を
伺
う
。
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と
起
業
支
援
に
関
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
近
隣
市
町
村
や

県
、
国
の
支
援
策
な
ど
情
報
収

集
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
、
事
業
化
等
の
検

討
は
、
ま
だ
出
来
て
い
な
い
が
、

村
商
工
会
と
の
意
見
交
換
会
や

起
業
志
願
者
を
募
り
、
意
見
交

換
会
に
お
い
て
起
業
す
る
際
の

相
談
会
を
予
定
し
て
い
る
。

問
２
商
工
会
や
、
多
く
の
関

係
機
関
が
連
携
し
、
創
業
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
く
事
が
村
の

活
気
や
産
業
活
力
の
向
上
な
ど
、

様
々
な
観
点
か
ら
重
要
で
す
。

そ
の
為
に
も
、
産
業
競
争
力
強

化
法
に
基
づ
く
創
業
支
援
事
業

計
画
を
策
定
し
、
国
か
ら
認
定

を
受
け
る
事
で
様
々
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
で
、
創
業
支
援
計

画
事
業
な
ど
の
策
定
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

答
福
地
亮
企
画
観
光
課
長
兼

　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
長

　
提
案
を
頂
い
た
創
業
支
援
事

業
計
画
は
、
産
業
競
走
力
強
化

法
と
い
う
も
の
で
出
さ
れ
て
お

り
、
県
内
で
も
幾
つ
か
計
画
を

策
定
し
て
い
る
所
が
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
所
と
連
携
し
て
、
ま

た
県
、
国
に
情
報
を
頂
き
な
が

ら
、
勉
強
さ
せ
て
頂
き
、
色
々

な
支
援
事
業
の
情
報
も
得
て
い

る
の
で
、
情
報
収
集
し
な
が
ら
、

商
工
会
と
も
連
携
を
し
、
計
画

を
作
る
際
に
は
、
組
織
、
協
議

体
な
ど
を
作
り
な
が
ら
や
っ
て

い
く
事
が
望
ま
し
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
ま
だ
勉
強
中
で
は

あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
方
向
性

で
進
め
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

問
３
結
の
浜
に
ホ
テ
ル
が
本

当
に
建
設
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
周
辺
に
は
飲
食
店
、
観
光
、

様
々
な
商
売
の
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
ホ
テ
ル
に
泊
っ
て
い
る
観

光
客
や
地
域
住
民
に
と
っ
て
も

必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
現

在
、
結
の
浜
土
地
利
用
計
画
の

中
に
は
、
そ
の
よ
う
な
商
業
用

地
は
な
く
、
も
っ
と
商
業
用
地

を
創
設
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
創
設
す
る
予
定
、
ま
た

可
能
性
は
あ
る
の
か
。

答
福
地
亮
企
画
観
光
課
長
兼

　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
長

　
結
の
浜
の
土
地
利
用
計
画
に

つ
い
て
は
、
計
画
が
で
き
た
当

初
か
ら
色
々
変
更
が
あ
っ
た
。

や
は
り
商
業
施
設
、
工
業
と
か

産
業
全
体
で
の
施
設
と
し
て
は
、

起
業
支
援
と
か
が
動
い
て
き
た

と
こ
ろ
だ
が
、
商
業
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
物
を
売
る
所
、
食
堂
、

レ
ス
ト
ラ
ン
が
無
い
と
い
う
事

は
把
握
を
し
て
い
て
、
話
し
合

い
の
中
で
は
商
業
施
設
の
配
置

も
必
要
だ
と
い
う
事
は
出
て
お

り
、今
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

宮
城
良
治
議
員

　
創
業
す
る
仕
組
み
、
創
業
す

る
場
所
、
働
く
場
所
を
作
る
取

り
組
み
を
。

創
業
支
援
に
つ
い
て

問
１
11
月
に
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
、

さ
ら
に
結
の
浜
に
ホ
テ
ル
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
創
業
を
考

え
る
方
々
が
出
て
く
る
事
が
大

宜
味
村
の
活
気
や
活
力
に
な
り
、

地
域
経
済
の
底
上
げ
を
図
る
為

に
も
、
創
業
し
や
す
い
環
境
を

作
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

平
成
30
年
度
商
工
係
が
で
き
た

が
創
業
支
援
等
に
取
り
組
む
計

画
は
あ
る
の
か
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
現
段
階
で
は
、
商
工
係
職
員
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答
宮
城
功
光
村
長

　
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
っ

て
、
低
所
得
者
や
高
齢
者
と

い
っ
た
方
に
は
一
定
の
影
響
が

で
て
く
る
と
認
識
し
て
い
る
。

国
が
進
め
る
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
に
お
い
て
、
消
費
税

の
引
き
上
げ
に
よ
る
増
収
分
を

社
会
保
障
の
財
源
に
充
て
る
こ

と
で
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
の

先
送
り
の
軽
減
を
実
現
す
る
た

め
に
消
費
税
引
き
上
げ
を
行
う

と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
今
回
は
、

幼
児
教
育
の
無
償
化
等
の
負
担

軽
減
な
ど
、
新
た
な
子
育
て
支

援
に
回
す
方
針
も
示
さ
れ
て
い

る
。
将
来
を
見
据
え
た
社
会
保

障
の
充
実
、
私
た
ち
の
生
活
全

体
の
安
定
と
い
う
広
い
視
点
に

立
ち
、
総
合
的
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
は
消

費
税
増
収
分
を
し
っ
か
り
と
社

会
保
障
の
安
定
・
充
実
の
た
め

に
進
め
て
ほ
し
い
。

大
山
美
佐
子
議
員

　
消
費
税
引
き
上
げ
で
は
な
く
、

米
軍
へ
の
思
い
や
り
予
算
な
ど

を
廃
止
し
、
富
裕
層
と
大
企
業

に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
な
ど
、

消
費
税
に
頼
ら
な
い
別
の
道
で

確
保
す
べ
き
だ
と
思
う
。
消
費

税
が
10
％
に
な
っ
た
ら
生
活
で

き
な
い
と
い
う
村
民
の
声
も
聞

こ
え
ま
す
。
３
月
定
例
会
で
は
、

消
費
税
10
％
引
き
上
げ
中
止
を

求
め
る
意
見
書
・
陳
情
書
も
全

会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。
村

民
に
寄
り
添
っ
て
、
村
民
の
目

線
で
行
政
を
進
め
て
ほ
し
い
と

思
う
。

憲
法
九
条
改
憲
に
つ
い
て

問
昨
年
12
月
の
定
例
議
会
に

お
い
て
、
改
憲
に
反
対
す
る
村

長
の
お
考
え
を
伺
っ
た
の
で
す

が
、
再
度
伺
う
。
安
倍
首
相
は
、

憲
法
九
条
に
自
衛
隊
を
明
記
し
、

2020
年
施
行
す
る
と
発
言
し
て
い

る
。
国
民
投
票
の
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
規
制
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た

と
報
道
も
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
で

い
く
と
、
九
条
改
憲
に
進
ん
で

い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
村
長
の

見
解
を
伺
う
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
日
本
国
憲
法
第
九
条
は
、
日

本
国
憲
法
に
示
さ
れ
た
恒
久
平

和
は
戦
後
の
日
本
を
平
和
国
家

へ
と
築
き
上
げ
た
世
界
に
誇
る

崇
高
な
理
念
で
あ
り
非
常
に
大

切
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。
日

本
国
憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
と
思

う
。
そ
の
た
め
国
民
の
議
論
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
る
。

大
山
美
佐
子
議
員

　
今
度
の
参
議
院
選
で
議
会
の

三
分
の
二
以
上
の
改
憲
賛
成
の

議
席
を
得
た
ら
、
憲
法
九
条
改

憲
が
発
議
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

七
月
の
参
議
院
選
で
は
、
改
憲

の
賛
否
に
つ
い
て
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
。
ぜ
ひ
村
長
も

憲
法
九
条
の
碑
を
建
立
し
た
と

き
の
気
持
ち
で
九
条
改
憲
に
反

対
し
、
村
民
に
寄
り
添
い
行
政

に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
。

消
費
税
10
％
引
き
上
げ
に
対
す

る
村
長
の
考
え
を
問
う

問
10
月
か
ら
消
費
税
を
10
％

に
引
き
上
げ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
消
費
税
は
社
会
保
障
の
充

実
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際

は
、
消
費
税
は
一
般
財
源
に
組

み
入
れ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
法

人
税
や
所
得
税
の
穴
埋
め
に
使

わ
れ
、
社
会
保
障
は
削
減
さ
れ

て
い
る
。
大
宜
味
村
は
、
低
所

得
者
や
高
齢
者
の
方
が
多
く
、

今
で
も
生
活
は
苦
し
い
の
に
、

消
費
税
を
10
％
に
引
き
上
げ
た

ら
地
域
住
民
の
暮
ら
し
は
、
ま

す
ま
す
苦
し
く
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
村
長
の
考
え
を
伺
う
。
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と
起
業
支
援
に
関
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
近
隣
市
町
村
や

県
、
国
の
支
援
策
な
ど
情
報
収

集
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
、
事
業
化
等
の
検

討
は
、
ま
だ
出
来
て
い
な
い
が
、

村
商
工
会
と
の
意
見
交
換
会
や

起
業
志
願
者
を
募
り
、
意
見
交

換
会
に
お
い
て
起
業
す
る
際
の

相
談
会
を
予
定
し
て
い
る
。

問
２
商
工
会
や
、
多
く
の
関

係
機
関
が
連
携
し
、
創
業
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
く
事
が
村
の

活
気
や
産
業
活
力
の
向
上
な
ど
、

様
々
な
観
点
か
ら
重
要
で
す
。

そ
の
為
に
も
、
産
業
競
争
力
強

化
法
に
基
づ
く
創
業
支
援
事
業

計
画
を
策
定
し
、
国
か
ら
認
定

を
受
け
る
事
で
様
々
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
で
、
創
業
支
援
計

画
事
業
な
ど
の
策
定
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

答
福
地
亮
企
画
観
光
課
長
兼

　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
長

　
提
案
を
頂
い
た
創
業
支
援
事

業
計
画
は
、
産
業
競
走
力
強
化

法
と
い
う
も
の
で
出
さ
れ
て
お

り
、
県
内
で
も
幾
つ
か
計
画
を

策
定
し
て
い
る
所
が
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
所
と
連
携
し
て
、
ま

た
県
、
国
に
情
報
を
頂
き
な
が

ら
、
勉
強
さ
せ
て
頂
き
、
色
々

な
支
援
事
業
の
情
報
も
得
て
い

る
の
で
、
情
報
収
集
し
な
が
ら
、

商
工
会
と
も
連
携
を
し
、
計
画

を
作
る
際
に
は
、
組
織
、
協
議

体
な
ど
を
作
り
な
が
ら
や
っ
て

い
く
事
が
望
ま
し
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
ま
だ
勉
強
中
で
は

あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
方
向
性

で
進
め
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

問
３
結
の
浜
に
ホ
テ
ル
が
本

当
に
建
設
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
周
辺
に
は
飲
食
店
、
観
光
、

様
々
な
商
売
の
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
ホ
テ
ル
に
泊
っ
て
い
る
観

光
客
や
地
域
住
民
に
と
っ
て
も

必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
現

在
、
結
の
浜
土
地
利
用
計
画
の

中
に
は
、
そ
の
よ
う
な
商
業
用

地
は
な
く
、
も
っ
と
商
業
用
地

を
創
設
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
創
設
す
る
予
定
、
ま
た

可
能
性
は
あ
る
の
か
。

答
福
地
亮
企
画
観
光
課
長
兼

　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
長

　
結
の
浜
の
土
地
利
用
計
画
に

つ
い
て
は
、
計
画
が
で
き
た
当

初
か
ら
色
々
変
更
が
あ
っ
た
。

や
は
り
商
業
施
設
、
工
業
と
か

産
業
全
体
で
の
施
設
と
し
て
は
、

起
業
支
援
と
か
が
動
い
て
き
た

と
こ
ろ
だ
が
、
商
業
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
物
を
売
る
所
、
食
堂
、

レ
ス
ト
ラ
ン
が
無
い
と
い
う
事

は
把
握
を
し
て
い
て
、
話
し
合

い
の
中
で
は
商
業
施
設
の
配
置

も
必
要
だ
と
い
う
事
は
出
て
お

り
、今
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

宮
城
良
治
議
員

　
創
業
す
る
仕
組
み
、
創
業
す

る
場
所
、
働
く
場
所
を
作
る
取

り
組
み
を
。

創
業
支
援
に
つ
い
て

問
１
11
月
に
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
、

さ
ら
に
結
の
浜
に
ホ
テ
ル
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
創
業
を
考

え
る
方
々
が
出
て
く
る
事
が
大

宜
味
村
の
活
気
や
活
力
に
な
り
、

地
域
経
済
の
底
上
げ
を
図
る
為

に
も
、
創
業
し
や
す
い
環
境
を

作
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

平
成
30
年
度
商
工
係
が
で
き
た

が
創
業
支
援
等
に
取
り
組
む
計

画
は
あ
る
の
か
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
現
段
階
で
は
、
商
工
係
職
員



（9）第164号� 令和元年９月１日大宜味村議会だより

一
般
質
問

仲井間 宗利　議員

移
住
し
て
来
る
方
が
近
年
た
く

さ
ん
い
る
、
そ
う
い
う
人
達
か

ら
す
る
と
異
常
に
思
わ
れ
て
い

る
、
生
活
も
脅
か
し
て
い
る
よ

う
な
状
況
で
あ
る
。
今
年
は
特

に
多
い
よ
う
に
感
じ
る
、
最
近

気
が
付
い
た
こ
と
だ
が
、
ト
イ

レ
や
浴
室
に
も
入
っ
て
い
る
。

　
村
内
全
域
に
毎
年
発
生
し
て

い
る
の
か
。

　
村
と
し
て
何
ら
か
の
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
ヤ
ス
デ
の
発
生
は
、
ご
承
知

の
と
お
り
発
生
量
に
は
差
は
あ

る
も
の
の
今
の
時
期
に
発
生
す

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
村
内
至
る
と
こ
ろ
で
発
生
し

て
い
る
状
況
で
、
今
の
と
こ
ろ

有
効
な
対
策
は
な
く
、
個
人
に

よ
る
薬
剤
散
布
や
ほ
う
き
等
で

掃
き
掃
除
に
よ
る
処
理
で
対
処

し
て
い
る
状
況
で
、
村
と
し
て

対
策
は
考
え
て
い
な
い
。

　
村
と
し
て
は
、
害
虫
の
種
類

が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
や
ヤ
ス

デ
の
完
全
駆
除
が
で
き
な
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
村
と

し
て
の
対
策
は
難
し
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問
２

専
門
家
が
い
う
に
は

22
℃
に
な
る
と
発
生
す
る
と
聞

い
て
い
る
、
出
始
め
の
こ
ろ
は

バ
ー
ナ
ー
で
焼
い
た
り
、
お
湯

を
か
け
た
り
薬
剤
散
布
し
た
り
、

薬
代
が
高
く
つ
く
、
そ
う
い
う

も
の
を
改
善
し
て
何
か
で
き
な

い
か
再
度
お
聞
き
し
た
い
。

　答
新
城
寛
建
設
環
境
課
長

　
実
際
に
駆
除
薬
剤
の
購
入
や

補
助
金
関
係
に
つ
い
て
は
、
財

政
力
の
乏
し
い
脆
弱
な
中
で
、

薬
剤
補
助
で
の
対
応
が
、
財
政

事
情
上
考
え
ら
れ
る
の
か
、
個

人
に
対
す
る
補
助
金
が
妥
当
な

の
か
、
予
算
化
が
で
き
る
の
か
、

財
政
状
況
を
相
談
の
上
、
判
断

し
て
い
き
た
い
。

　
た
だ
、
こ
れ
ま
で
駆
除
剤
の

補
助
は
今
ま
で
出
し
た
こ
と
は

な
い
。

　
や
は
り
家
庭
で
の
駆
除
、
ほ

う
き
と
か
お
湯
と
か
、
そ
う
い

う
も
の
で
や
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
村
外
か
ら
移
住
さ
れ
る
方
等
、

そ
う
い
う
駆
除
の
方
法
な
ど
を

お
知
ら
せ
出
来
た
ら
い
い
か
と

考
え
て
い
る
。

仲
井
間
宗
利
議
員

　
前
例
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
け
ど
、
来
年
の
世
界
自
然
遺

産
登
録
に
向
け
て
、
大
宜
味
村

が
玄
関
口
で
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
も
完
成
す
る
。
観
光
推
進

に
も
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
、

実
際
に
民
泊
で
来
て
帰
っ
た
こ

と
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
悪
い
イ
メ
ー
ジ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
村
は
何
ら
か
の
対
策
を
。

異
常
発
生
し
て
い
る
ヤ
ス
デ
対

策
は
？

問
１
近
年
ヤ
ス
デ
が
異
常
発

生
し
て
い
る
。
毎
年
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
気
候
に
も
よ
る
と

思
い
ま
す
が
、
約
30
年
前
か

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
40
年
近
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
発
生
時
は
各
家
庭
で
朝
起
き

る
と
ヤ
ス
デ
駆
除
か
ら
始
ま
っ

た
様
な
記
憶
が
あ
る
。

　
掃
き
掃
除
を
し
て
集
め
る
と

バ
ケ
ツ
の
い
っ
ぱ
い
に
な
る

（
バ
ケ
ツ
の
大
き
さ
に
も
よ
る
）。

　
自
然
現
象
だ
と
思
い
今
年
も

発
生
し
た
か
と
い
う
思
い
で
し

た
が
、
大
宜
味
村
が
大
好
き
で
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イ
チ
ャ
リ
バ
チ
ョ
ー
デ
ー
の
村

民
性
が
心
身
を
う
ま
く
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、
豊
か
な
人
間
性
が

培
わ
れ
、
日
頃
か
ら
体
を
動
か

し
て
い
た
こ
と
が
健
康
に
良
い

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
先
輩
長
寿
者
達
の
生
き

方
に
学
び
、
村
民
一
人
一
人
が

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
確
立
に
努

め
る
こ
と
も
肝
要
で
あ
る
が
、

村
は
ど
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
が
あ

る
か
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
長
寿
復
活
を
目
指
す
た
め
に

は
健
康
長
寿
の
延
伸
が
大
事
な

た
め
、
保
健
師
を
中
心
に
関
係

機
関
と
連
携
を
し
な
が
ら
生
活

習
慣
の
改
善
に
努
め
、
生
活
習

慣
病
の
早
期
発
見
と
発
症
予

防
・
重
症
化
予
防
を
行
い
、
村

民
一
人
一
人
が
主
体
的
に
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
家
庭
や

地
域
、
職
場
等
、
社
会
全
体
で

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、
健
康

長
寿
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
長

寿
復
活
に
向
け
た
行
動
計
画
と

し
て
「
健
康
お
お
ぎ
み
21
」
を

策
定
し
、
健
康
づ
く
り
運
動
を

推
進
し
て
い
く
。

問
２
議
員
と
住
民
と
の
意
見

交
換
会
の
中
で
長
寿
復
活
の
問

題
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設

の
問
題
が
出
て
、
長
寿
の
要
因

は
、
運
動
、
脳
の
活
性
化
、
健

康
食
材
の
三
つ
が
い
わ
れ
て
い

る
。
健
康
維
持
の
た
め
に
も
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
有
効
活

用
は
住
民
の
要
望
で
あ
り
、
こ

の
施
設
は
場
所
と
し
て
狭
い
し
、

余
裕
の
あ
る
施
設
に
で
き
な
い

か
。
ジ
ョ
イ
ビ
ー
ト
運
動
の
地

域
巡
回
は
で
き
な
い
か
と
の
要

望
も
あ
る
。

答
佐
久
川
紀
亮
住
民
福
祉
課
長

　
健
康
お
お
ぎ
み
21
の
計
画
の

中
に
も
食
育
推
進
計
画
も
あ
わ

せ
て
策
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
に
つ
い
て

は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
件

も
あ
り
そ
の
中
で
一
緒
に
考
え

て
い
る
。
ジ
ョ
イ
ビ
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
最
低
で
も
２
か
所
の

隔
月
に
で
き
な
い
か
話
も
し
た

が
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
変
更

す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
次
年
度
に
向
け
て

話
を
し
て
い
き
た
い
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
ほ
う
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
材
が
あ
る
が
、

大
分
古
く
な
っ
て
い
る
。
管
理

は
教
育
委
員
会
で
あ
り
、
住
民

福
祉
課
の
健
康
づ
く
り
を
す
る

た
め
の
、
財
政
的
に
調
整
が
で

き
な
い
か
早
い
時
期
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。
ジ
ョ
イ
ビ
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
い
ろ
ん
な
健
康

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
お
り
、
ぜ
ひ
村
民
に
呼

び
か
け
て
参
加
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

長
寿
日
本
一
の
復
活
プ
ラ
ン
は

問
１
寿
命
や
健
康
に
は
遺
伝

的
要
因
や
気
候
・
空
気
・
水
な

ど
の
環
境
要
因
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
な
ど
の
諸
制
度
の
充
実
条

件
な
ど
も
影
響
を
及
ぼ
す
大
き

な
要
因
で
あ
る
が
、
個
人
個
人

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
極
め
て

重
要
な
要
因
で
あ
る
。
長
寿
村

大
宜
味
村
の
高
齢
者
の
健
康
も
、

沖
縄
独
特
の
風
土
の
中
で
の

日
々
の
暮
ら
し
方
に
そ
の
要
因

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
村

の
ユ
イ
マ
ー
ル
精
神
や
隣
近
所

と
の
垣
根
の
な
い
交
流
、
他
者

と
も
分
け
隔
て
な
く
付
き
合
う
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移
住
し
て
来
る
方
が
近
年
た
く

さ
ん
い
る
、
そ
う
い
う
人
達
か

ら
す
る
と
異
常
に
思
わ
れ
て
い

る
、
生
活
も
脅
か
し
て
い
る
よ

う
な
状
況
で
あ
る
。
今
年
は
特

に
多
い
よ
う
に
感
じ
る
、
最
近

気
が
付
い
た
こ
と
だ
が
、
ト
イ

レ
や
浴
室
に
も
入
っ
て
い
る
。

　
村
内
全
域
に
毎
年
発
生
し
て

い
る
の
か
。

　
村
と
し
て
何
ら
か
の
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
ヤ
ス
デ
の
発
生
は
、
ご
承
知

の
と
お
り
発
生
量
に
は
差
は
あ

る
も
の
の
今
の
時
期
に
発
生
す

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
村
内
至
る
と
こ
ろ
で
発
生
し

て
い
る
状
況
で
、
今
の
と
こ
ろ

有
効
な
対
策
は
な
く
、
個
人
に

よ
る
薬
剤
散
布
や
ほ
う
き
等
で

掃
き
掃
除
に
よ
る
処
理
で
対
処

し
て
い
る
状
況
で
、
村
と
し
て

対
策
は
考
え
て
い
な
い
。

　
村
と
し
て
は
、
害
虫
の
種
類

が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
や
ヤ
ス

デ
の
完
全
駆
除
が
で
き
な
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
村
と

し
て
の
対
策
は
難
し
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問
２

専
門
家
が
い
う
に
は

22
℃
に
な
る
と
発
生
す
る
と
聞

い
て
い
る
、
出
始
め
の
こ
ろ
は

バ
ー
ナ
ー
で
焼
い
た
り
、
お
湯

を
か
け
た
り
薬
剤
散
布
し
た
り
、

薬
代
が
高
く
つ
く
、
そ
う
い
う

も
の
を
改
善
し
て
何
か
で
き
な

い
か
再
度
お
聞
き
し
た
い
。

　答
新
城
寛
建
設
環
境
課
長

　
実
際
に
駆
除
薬
剤
の
購
入
や

補
助
金
関
係
に
つ
い
て
は
、
財

政
力
の
乏
し
い
脆
弱
な
中
で
、

薬
剤
補
助
で
の
対
応
が
、
財
政

事
情
上
考
え
ら
れ
る
の
か
、
個

人
に
対
す
る
補
助
金
が
妥
当
な

の
か
、
予
算
化
が
で
き
る
の
か
、

財
政
状
況
を
相
談
の
上
、
判
断

し
て
い
き
た
い
。

　
た
だ
、
こ
れ
ま
で
駆
除
剤
の

補
助
は
今
ま
で
出
し
た
こ
と
は

な
い
。

　
や
は
り
家
庭
で
の
駆
除
、
ほ

う
き
と
か
お
湯
と
か
、
そ
う
い

う
も
の
で
や
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
村
外
か
ら
移
住
さ
れ
る
方
等
、

そ
う
い
う
駆
除
の
方
法
な
ど
を

お
知
ら
せ
出
来
た
ら
い
い
か
と

考
え
て
い
る
。

仲
井
間
宗
利
議
員

　
前
例
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
け
ど
、
来
年
の
世
界
自
然
遺

産
登
録
に
向
け
て
、
大
宜
味
村

が
玄
関
口
で
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
も
完
成
す
る
。
観
光
推
進

に
も
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
、

実
際
に
民
泊
で
来
て
帰
っ
た
こ

と
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
悪
い
イ
メ
ー
ジ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
村
は
何
ら
か
の
対
策
を
。

異
常
発
生
し
て
い
る
ヤ
ス
デ
対

策
は
？

問
１
近
年
ヤ
ス
デ
が
異
常
発

生
し
て
い
る
。
毎
年
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
気
候
に
も
よ
る
と

思
い
ま
す
が
、
約
30
年
前
か

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
40
年
近
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
発
生
時
は
各
家
庭
で
朝
起
き

る
と
ヤ
ス
デ
駆
除
か
ら
始
ま
っ

た
様
な
記
憶
が
あ
る
。

　
掃
き
掃
除
を
し
て
集
め
る
と

バ
ケ
ツ
の
い
っ
ぱ
い
に
な
る

（
バ
ケ
ツ
の
大
き
さ
に
も
よ
る
）。

　
自
然
現
象
だ
と
思
い
今
年
も

発
生
し
た
か
と
い
う
思
い
で
し

た
が
、
大
宜
味
村
が
大
好
き
で
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イ
チ
ャ
リ
バ
チ
ョ
ー
デ
ー
の
村

民
性
が
心
身
を
う
ま
く
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、
豊
か
な
人
間
性
が

培
わ
れ
、
日
頃
か
ら
体
を
動
か

し
て
い
た
こ
と
が
健
康
に
良
い

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
先
輩
長
寿
者
達
の
生
き

方
に
学
び
、
村
民
一
人
一
人
が

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
確
立
に
努

め
る
こ
と
も
肝
要
で
あ
る
が
、

村
は
ど
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
が
あ

る
か
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
長
寿
復
活
を
目
指
す
た
め
に

は
健
康
長
寿
の
延
伸
が
大
事
な

た
め
、
保
健
師
を
中
心
に
関
係

機
関
と
連
携
を
し
な
が
ら
生
活

習
慣
の
改
善
に
努
め
、
生
活
習

慣
病
の
早
期
発
見
と
発
症
予

防
・
重
症
化
予
防
を
行
い
、
村

民
一
人
一
人
が
主
体
的
に
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
家
庭
や

地
域
、
職
場
等
、
社
会
全
体
で

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、
健
康

長
寿
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
長

寿
復
活
に
向
け
た
行
動
計
画
と

し
て
「
健
康
お
お
ぎ
み
21
」
を

策
定
し
、
健
康
づ
く
り
運
動
を

推
進
し
て
い
く
。

問
２
議
員
と
住
民
と
の
意
見

交
換
会
の
中
で
長
寿
復
活
の
問

題
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設

の
問
題
が
出
て
、
長
寿
の
要
因

は
、
運
動
、
脳
の
活
性
化
、
健

康
食
材
の
三
つ
が
い
わ
れ
て
い

る
。
健
康
維
持
の
た
め
に
も
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
有
効
活

用
は
住
民
の
要
望
で
あ
り
、
こ

の
施
設
は
場
所
と
し
て
狭
い
し
、

余
裕
の
あ
る
施
設
に
で
き
な
い

か
。
ジ
ョ
イ
ビ
ー
ト
運
動
の
地

域
巡
回
は
で
き
な
い
か
と
の
要

望
も
あ
る
。

答
佐
久
川
紀
亮
住
民
福
祉
課
長

　
健
康
お
お
ぎ
み
21
の
計
画
の

中
に
も
食
育
推
進
計
画
も
あ
わ

せ
て
策
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
に
つ
い
て

は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
件

も
あ
り
そ
の
中
で
一
緒
に
考
え

て
い
る
。
ジ
ョ
イ
ビ
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
最
低
で
も
２
か
所
の

隔
月
に
で
き
な
い
か
話
も
し
た

が
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
変
更

す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
次
年
度
に
向
け
て

話
を
し
て
い
き
た
い
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
ほ
う
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
材
が
あ
る
が
、

大
分
古
く
な
っ
て
い
る
。
管
理

は
教
育
委
員
会
で
あ
り
、
住
民

福
祉
課
の
健
康
づ
く
り
を
す
る

た
め
の
、
財
政
的
に
調
整
が
で

き
な
い
か
早
い
時
期
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。
ジ
ョ
イ
ビ
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
い
ろ
ん
な
健
康

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
お
り
、
ぜ
ひ
村
民
に
呼

び
か
け
て
参
加
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

長
寿
日
本
一
の
復
活
プ
ラ
ン
は

問
１
寿
命
や
健
康
に
は
遺
伝

的
要
因
や
気
候
・
空
気
・
水
な

ど
の
環
境
要
因
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
な
ど
の
諸
制
度
の
充
実
条

件
な
ど
も
影
響
を
及
ぼ
す
大
き

な
要
因
で
あ
る
が
、
個
人
個
人

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
極
め
て

重
要
な
要
因
で
あ
る
。
長
寿
村

大
宜
味
村
の
高
齢
者
の
健
康
も
、

沖
縄
独
特
の
風
土
の
中
で
の

日
々
の
暮
ら
し
方
に
そ
の
要
因

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
村

の
ユ
イ
マ
ー
ル
精
神
や
隣
近
所

と
の
垣
根
の
な
い
交
流
、
他
者

と
も
分
け
隔
て
な
く
付
き
合
う
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一
方
、
昨
年
の
台
風
に
よ
る

影
響
で
村
営
住
宅
広
場
に
お
い

て
、
立
て
看
板
が
倒
壊
し
て
車

が
損
壊
し
た
事
例
は
村
が
補
償

し
て
い
る
事
実
が
あ
り
、
公
平

さ
に
欠
き
、
恣
意
的
な
行
政
運

営
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
家
屋
崩
壊
の
事
例

は
道
路
の
決
壊
か
ら
雨
水
浸
食

を
止
め
る
た
め
の
補
修
す
べ
き

管
理
責
任
。又
、公
の
営
造
物
の

設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ

た
た
め
に
他
人
に
損
害
を
生
じ

た
と
き
は
、
こ
れ
を
賠
償
す
る

責
に
任
ず
る
と
自
治
法
に
あ
り
、

法
に
背
い
た
事
例
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
普
通
河
川
、

村
道
等
の
生
活
基
盤
の
整
備
と

維
持
管
理
に
つ
い
て
生
活
に
支

障
が
無
い
よ
う
に
訴
え
て
き
た

が
未
だ
に
改
善
が
見
ら
れ
な
い

事
項
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

対
処
す
る
の
か
。
①
喜
如
嘉
区

に
あ
る
七
滝
の
下
流
「
み
い
ぞ

う
が
ー
」
付
近
の
護
岸
に
沿
っ

た
道
は
陥
没
し
、
い
つ
護
岸
や

道
路
が
崩
壊
す
る
危
険
性
や
隣

接
家
屋
の
崩
壊
へ
の
二
次
災
害

の
誘
発
が
予
想
さ
れ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
す
る
の
か
。

②（
省
略
）。
③
台
風
時
に
お
け

る
避
難
所
と
し
て
喜
如
嘉
公
民

館
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
便

所
が
避
難
し
た
ホ
ー
ル
か
ら
出

て
用
を
足
す
の
で
と
て
も
危
険

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

す
る
の
か
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
①
「
み
い
ぞ
う
が
ー
」
付
近

の
陥
没
箇
所
の
道
路
に
つ
い
て

は
、
今
議
会
で
修
繕
費
と
し
て

予
算
計
上
を
し
て
い
る
。
②
と

③
に
つ
い
て
は
去
る
３
月
定
例

会
で
回
答
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

問
２
②（
省
略
）。
③
簡
易
便

所
で
は
か
な
り
厳
し
い
面
が
あ

る
と
思
う
。
地
域
住
民
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
問
題
か
ら
も
、
是
非

村
に
適
格
な
避
難
所
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
③
一
時
緊
急
避
難
所
の
喜
如

嘉
公
民
館
の
外
に
あ
る
便
所
の

件
で
す
が
、
公
民
館
の
施
設
機

能
で
あ
る
便
所
と
、
災
害
時
の

一
時
的
な
緊
急
避
難
時
の
便
所

の
設
備
に
関
し
て
、
一
緒
に
考

え
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
一
時
的
な
避
難
所
の
こ
と
で

の
話
と
し
た
い
と
思
う
。
村
防

災
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
各

区
の
意
見
集
約
を
し
、
一
時
避

難
所
と
し
て
各
公
民
館
を
区
長

に
推
薦
し
て
も
ら
い
指
定
し
た

経
緯
が
あ
る
。
区
と
し
て
、
便

所
が
外
で
は
ま
ず
い
の
で
あ
れ

ば
、
一
時
的
な
防
災
等
の
事
業

で
日
数
的
に
短
い
間
は
簡
易
便

所
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
と

思
っ
て
い
る
が
、
一
時
避
難
所

と
し
て
の
公
民
館
を
変
更
す
る

な
り
、
次
の
防
災
計
画
の
見
直

し
に
区
長
と
調
整
し
て
い
く
。

吉
浜
覚
議
員

　
③
村
防
災
計
画
は
、
村
が
い

か
に
し
て
区
と
連
携
を
し
て
い

く
か
と
い
う
姿
勢
で
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

生
活
基
盤
の
整
備
と
維
持
管
理

責
任
及
び
台
風
時
の
避
難
確
保

に
対
す
る
姿
勢
を
問
う

問
１
村
は
、「
昨
年
台
風
に

よ
る
影
響
で
、
村
道
田
嘉
里
線

が
崩
壊
し
た
。
道
路
の
亀
裂
も

以
前
の
区
長
等
か
ら
も
聞
い
て

い
る
。
大
雨
の
時
に
は
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
が
、
そ

こ
が
即
崩
れ
る
か
と
い
う
こ
と

を
な
か
な
か
判
断
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
崩
壊
が
起

こ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
る
。
又
、
家
屋
損
壊
に
つ

い
て
は
、
民
間
保
険
に
よ
り
修

繕
を
早
急
に
行
え
る
方
法
を
選

択
し
て
い
た
だ
い
た
」
と
説
明

し
て
い
る
。
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設
用
地
を
整
備
し
、
一
心
福
祉

会
と
土
地
賃
貸
契
約
を
締
結
し
、

昭
和
57
年
４
月
に
身
体
障
害
者

療
護
施
設
「
一
心
療
護
園
」
が

開
設
し
た
。

　
こ
の
土
地
は「
福
祉
村
構
想
」

で
国
か
ら
取
り
戻
し
有
効
活
用

を
図
り
た
い
と
い
う
元
村
長
、

新
城
繁
正
氏
や
山
城
永
盛
氏

（
元
沖
縄
コ
ロ
ニ
ー
名
誉
理
事

長
）
ら
が
当
時
の
厚
生
省
社
会

援
護
局
に
直
接
出
向
い
て
土
地

の
払
い
下
げ
の
交
渉
を
重
ね
た

結
果
「
福
祉
施
設
に
利
用
す
る

こ
と
」の
条
件
付
き
で
買
い
戻
す

こ
と
が
で
き
た
と
伺
っ
て
い
る
。

　
経
緯
を
踏
ま
え
、
一
心
福
祉

会
と
土
地
賃
貸
借
契
約
を
締
結

し
て
い
る
土
地
の
払
い
下
げ
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
見
解
を

も
っ
て
い
る
の
か
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
昨
年
３
月
議
会
に
お
い
て
減

額
貸
付
の
件
に
つ
い
て
、
議
会

の
同
意
を
得
て
貸
付
の
減
額
を

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
正
式
に
事
業
所
か
ら
の
要
請

等
は
な
い
が
、
今
後
、
払
い
下

げ
の
要
請
等
が
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
２
一
心
福
祉
会
を
村
が
当

初
の
先
人
た
ち
の
思
い
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
て
、
今
後
、

福
祉
村
構
想
の
中
で
、
行
政
が

決
断
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も

必
要
か
と
思
う
の
で
、
今
後
、

村
長
の
こ
れ
か
ら
の
払
い
下
げ

に
つ
い
て
再
度
お
伺
い
し
た
い
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
平
成
５
年
３
月
８
日
の
議
会

で
国
か
ら
の
譲
り
受
け
を
議
決

し
、
こ
の
面
積
が
20
万
1
千
233

㎡
あ
る
。
そ
し
て
現
在
一
心
福

祉
会
が
活
用
し
て
い
る
土
地
が

こ
の
1/3
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

残
っ
た
2/3
の
土
地
利
用
が
可
能

な
の
か
ど
う
か
と
い
う
の
も
検

討
し
な
が
ら
、
あ
る
程
度
要
望

が
あ
っ
た
と
き
に
は
調
整
し
、

国
と
の
契
約
内
容
が
変
わ
ら
な

け
れ
ば
早
い
時
期
に
払
い
下
げ

も
検
討
し
て
良
い
の
か
と
私
と

し
て
は
思
っ
て
い
る
。

　
そ
う
い
う
こ
と
で
ぜ
ひ
事
業

所
の
方
と
は
調
整
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
よ
ろ

し
く
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

平
良
嗣
男
議
員

　
先
ほ
ど
村
長
の
答
弁
の
中
で
、

今
現
在
、
６
万
坪
の
村
有
地
が

あ
る
。
そ
の
中
に
お
い
て
約
１

万
8
千
坪
が
利
用
さ
れ
て
い
る

状
況
、
そ
の
残
り
に
つ
い
て
も

一
心
福
祉
会
と
調
整
し
な
が
ら
、

有
効
活
用
さ
せ
る
よ
う
な
意
味

で
も
、
今
後
さ
ら
な
る
調
整
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て

一
日
も
早
い
払
い
下
げ
が
で
き

る
よ
う
希
望
す
る
。

一
心
福
祉
会
が
使
用
し
て
い
る

土
地
賃
貸
借
契
約
の
村
有
地
払

い
下
げ
を
問
う

問
１
社
会
福
祉
法
人
一
心
福

祉
会
が
設
立
し
た
経
緯
に
は
、

昭
和
56
年
の「
国
際
障
害
者
年
」

を
記
念
し
て
、
当
時
の
村
長
根

路
銘
安
昌
氏
が
村
内
の
福
利
施

設
（
身
体
障
害
者
療
護
施
設
）

を
誘
致
し
た
い
と
い
う
強
い
思

い
を
抱
か
れ
、
各
関
係
機
関
等

に
精
力
的
に
陳
情
し
て
い
た
と

聞
い
て
い
る
。

　
過
疎
地
域
と
い
う
産
業
創
出

の
芽
が
ほ
と
ん
ど
望
め
な
い
現

状
を
憂
い
、
村
当
局
が
施
設
建
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一
方
、
昨
年
の
台
風
に
よ
る

影
響
で
村
営
住
宅
広
場
に
お
い

て
、
立
て
看
板
が
倒
壊
し
て
車

が
損
壊
し
た
事
例
は
村
が
補
償

し
て
い
る
事
実
が
あ
り
、
公
平

さ
に
欠
き
、
恣
意
的
な
行
政
運

営
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
家
屋
崩
壊
の
事
例

は
道
路
の
決
壊
か
ら
雨
水
浸
食

を
止
め
る
た
め
の
補
修
す
べ
き

管
理
責
任
。又
、公
の
営
造
物
の

設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ

た
た
め
に
他
人
に
損
害
を
生
じ

た
と
き
は
、
こ
れ
を
賠
償
す
る

責
に
任
ず
る
と
自
治
法
に
あ
り
、

法
に
背
い
た
事
例
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
普
通
河
川
、

村
道
等
の
生
活
基
盤
の
整
備
と

維
持
管
理
に
つ
い
て
生
活
に
支

障
が
無
い
よ
う
に
訴
え
て
き
た

が
未
だ
に
改
善
が
見
ら
れ
な
い

事
項
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

対
処
す
る
の
か
。
①
喜
如
嘉
区

に
あ
る
七
滝
の
下
流
「
み
い
ぞ

う
が
ー
」
付
近
の
護
岸
に
沿
っ

た
道
は
陥
没
し
、
い
つ
護
岸
や

道
路
が
崩
壊
す
る
危
険
性
や
隣

接
家
屋
の
崩
壊
へ
の
二
次
災
害

の
誘
発
が
予
想
さ
れ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
す
る
の
か
。

②（
省
略
）。
③
台
風
時
に
お
け

る
避
難
所
と
し
て
喜
如
嘉
公
民

館
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
便

所
が
避
難
し
た
ホ
ー
ル
か
ら
出

て
用
を
足
す
の
で
と
て
も
危
険

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

す
る
の
か
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
①
「
み
い
ぞ
う
が
ー
」
付
近

の
陥
没
箇
所
の
道
路
に
つ
い
て

は
、
今
議
会
で
修
繕
費
と
し
て

予
算
計
上
を
し
て
い
る
。
②
と

③
に
つ
い
て
は
去
る
３
月
定
例

会
で
回
答
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

問
２
②（
省
略
）。
③
簡
易
便

所
で
は
か
な
り
厳
し
い
面
が
あ

る
と
思
う
。
地
域
住
民
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
問
題
か
ら
も
、
是
非

村
に
適
格
な
避
難
所
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
③
一
時
緊
急
避
難
所
の
喜
如

嘉
公
民
館
の
外
に
あ
る
便
所
の

件
で
す
が
、
公
民
館
の
施
設
機

能
で
あ
る
便
所
と
、
災
害
時
の

一
時
的
な
緊
急
避
難
時
の
便
所

の
設
備
に
関
し
て
、
一
緒
に
考

え
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
一
時
的
な
避
難
所
の
こ
と
で

の
話
と
し
た
い
と
思
う
。
村
防

災
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
各

区
の
意
見
集
約
を
し
、
一
時
避

難
所
と
し
て
各
公
民
館
を
区
長

に
推
薦
し
て
も
ら
い
指
定
し
た

経
緯
が
あ
る
。
区
と
し
て
、
便

所
が
外
で
は
ま
ず
い
の
で
あ
れ

ば
、
一
時
的
な
防
災
等
の
事
業

で
日
数
的
に
短
い
間
は
簡
易
便

所
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
と

思
っ
て
い
る
が
、
一
時
避
難
所

と
し
て
の
公
民
館
を
変
更
す
る

な
り
、
次
の
防
災
計
画
の
見
直

し
に
区
長
と
調
整
し
て
い
く
。

吉
浜
覚
議
員

　
③
村
防
災
計
画
は
、
村
が
い

か
に
し
て
区
と
連
携
を
し
て
い

く
か
と
い
う
姿
勢
で
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

生
活
基
盤
の
整
備
と
維
持
管
理

責
任
及
び
台
風
時
の
避
難
確
保

に
対
す
る
姿
勢
を
問
う

問
１
村
は
、「
昨
年
台
風
に

よ
る
影
響
で
、
村
道
田
嘉
里
線

が
崩
壊
し
た
。
道
路
の
亀
裂
も

以
前
の
区
長
等
か
ら
も
聞
い
て

い
る
。
大
雨
の
時
に
は
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
が
、
そ

こ
が
即
崩
れ
る
か
と
い
う
こ
と

を
な
か
な
か
判
断
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
崩
壊
が
起

こ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
る
。
又
、
家
屋
損
壊
に
つ

い
て
は
、
民
間
保
険
に
よ
り
修

繕
を
早
急
に
行
え
る
方
法
を
選

択
し
て
い
た
だ
い
た
」
と
説
明

し
て
い
る
。
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設
用
地
を
整
備
し
、
一
心
福
祉

会
と
土
地
賃
貸
契
約
を
締
結
し
、

昭
和
57
年
４
月
に
身
体
障
害
者

療
護
施
設
「
一
心
療
護
園
」
が

開
設
し
た
。

　
こ
の
土
地
は「
福
祉
村
構
想
」

で
国
か
ら
取
り
戻
し
有
効
活
用

を
図
り
た
い
と
い
う
元
村
長
、

新
城
繁
正
氏
や
山
城
永
盛
氏

（
元
沖
縄
コ
ロ
ニ
ー
名
誉
理
事

長
）
ら
が
当
時
の
厚
生
省
社
会

援
護
局
に
直
接
出
向
い
て
土
地

の
払
い
下
げ
の
交
渉
を
重
ね
た

結
果
「
福
祉
施
設
に
利
用
す
る

こ
と
」の
条
件
付
き
で
買
い
戻
す

こ
と
が
で
き
た
と
伺
っ
て
い
る
。

　
経
緯
を
踏
ま
え
、
一
心
福
祉

会
と
土
地
賃
貸
借
契
約
を
締
結

し
て
い
る
土
地
の
払
い
下
げ
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
見
解
を

も
っ
て
い
る
の
か
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
昨
年
３
月
議
会
に
お
い
て
減

額
貸
付
の
件
に
つ
い
て
、
議
会

の
同
意
を
得
て
貸
付
の
減
額
を

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
正
式
に
事
業
所
か
ら
の
要
請

等
は
な
い
が
、
今
後
、
払
い
下

げ
の
要
請
等
が
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
２
一
心
福
祉
会
を
村
が
当

初
の
先
人
た
ち
の
思
い
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
て
、
今
後
、

福
祉
村
構
想
の
中
で
、
行
政
が

決
断
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も

必
要
か
と
思
う
の
で
、
今
後
、

村
長
の
こ
れ
か
ら
の
払
い
下
げ

に
つ
い
て
再
度
お
伺
い
し
た
い
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
平
成
５
年
３
月
８
日
の
議
会

で
国
か
ら
の
譲
り
受
け
を
議
決

し
、
こ
の
面
積
が
20
万
1
千
233

㎡
あ
る
。
そ
し
て
現
在
一
心
福

祉
会
が
活
用
し
て
い
る
土
地
が

こ
の
1/3
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

残
っ
た
2/3
の
土
地
利
用
が
可
能

な
の
か
ど
う
か
と
い
う
の
も
検

討
し
な
が
ら
、
あ
る
程
度
要
望

が
あ
っ
た
と
き
に
は
調
整
し
、

国
と
の
契
約
内
容
が
変
わ
ら
な

け
れ
ば
早
い
時
期
に
払
い
下
げ

も
検
討
し
て
良
い
の
か
と
私
と

し
て
は
思
っ
て
い
る
。

　
そ
う
い
う
こ
と
で
ぜ
ひ
事
業

所
の
方
と
は
調
整
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
よ
ろ

し
く
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

平
良
嗣
男
議
員

　
先
ほ
ど
村
長
の
答
弁
の
中
で
、

今
現
在
、
６
万
坪
の
村
有
地
が

あ
る
。
そ
の
中
に
お
い
て
約
１

万
8
千
坪
が
利
用
さ
れ
て
い
る

状
況
、
そ
の
残
り
に
つ
い
て
も

一
心
福
祉
会
と
調
整
し
な
が
ら
、

有
効
活
用
さ
せ
る
よ
う
な
意
味

で
も
、
今
後
さ
ら
な
る
調
整
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て

一
日
も
早
い
払
い
下
げ
が
で
き

る
よ
う
希
望
す
る
。

一
心
福
祉
会
が
使
用
し
て
い
る

土
地
賃
貸
借
契
約
の
村
有
地
払

い
下
げ
を
問
う

問
１
社
会
福
祉
法
人
一
心
福

祉
会
が
設
立
し
た
経
緯
に
は
、

昭
和
56
年
の「
国
際
障
害
者
年
」

を
記
念
し
て
、
当
時
の
村
長
根

路
銘
安
昌
氏
が
村
内
の
福
利
施

設
（
身
体
障
害
者
療
護
施
設
）

を
誘
致
し
た
い
と
い
う
強
い
思

い
を
抱
か
れ
、
各
関
係
機
関
等

に
精
力
的
に
陳
情
し
て
い
た
と

聞
い
て
い
る
。

　
過
疎
地
域
と
い
う
産
業
創
出

の
芽
が
ほ
と
ん
ど
望
め
な
い
現

状
を
憂
い
、
村
当
局
が
施
設
建
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よ
り
入
学
準
備
金
と
し
て
30
万

円
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
給

付
型
奨
学
金
に
つ
い
て
は
実
施

し
て
い
な
い
が
今
後
の
検
討
課

題
に
し
た
い

宮
城
貢
議
員

　
大
宜
味
村
で
現
在
、
就
学
困

難
な
状
況
に
お
い
て
奨
学
金
制

度
が
あ
る
こ
と
、
給
付
型
奨
学

金
制
度
を
検
討
す
る
と
の
返
事

で
し
た
。
今
後
、
高
校
、
大
学
、

専
門
学
校
に
行
け
る
制
度
を
拡

充
し
て
ほ
し
い
。

村
営
団
地
の
現
況
に
つ
い
て

問
空
室
状
況
は
。
団
地
住
民

の
要
望
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
か
。
各
団
地
の
外
灯
の

現
状
は
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
本
村
で
は
昭
和
56
年
度
か
ら

平
成
22
年
度
に
か
け
て
11
団
地
、

約
162
戸
の
団
地
を
建
設
し
た
。

住
民
の
要
望
は
、
個
別
に
担
当

者
に
電
話
が
あ
り
、
修
繕
依
頼

が
主
で
あ
る
。
空
き
室
は
、
宮

城
団
地
、
饒
波
団
地
、
大
宜
味

団
地
各
１
戸
空
い
て
い
る
。
外

灯
は
11
団
地
で
50
基
設
置
し
て

お
り
、
２
基
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取

り
換
え
る
計
画
は
な
い
が
、
耐

用
年
数
等
を
考
慮
し
、
今
後
検

討
す
る
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

問
①
村
長
は
、
本
年
度
の
施

政
方
針
で
学
校
跡
地
を
活
用
し

観
光
振
興
を
中
心
と
し
た
村
の

総
合
産
業
、
村
内
経
済
の
循
環

に
よ
る
村
民
所
得
の
向
上
を
期

待
し
「
や
ん
ば
る
の
森
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」
が

着
工
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
指
定
管
理
者
の
（
株
）

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
フ
ォ
レ
ス
ト

は
農
家
と
事
業
者
向
け
の
農
産

物
・
加
工
食
品
等
の
出
店
者
募

集
説
明
会
を
行
っ
て
い
る
。
本

事
業
に
つ
い
て
、
村
民
か
ら
の

直
接
的
、
間
接
的
要
望
等
が
あ

れ
ば
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
出

店
説
明
会
に
つ
い
て
、
担
当
者

か
ら
の
報
告
は
。

②
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
。

答
宮
城
功
光
村
長

　

　
①
４
月
か
ら
各
住
区
ご
と
に
、

（
株
）フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
フ
ォ
レ

ス
ト
主
催
で
説
明
会
が
行
わ
れ

て
い
る
。
意
見
要
望
と
し
て
、

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
日
用
品

も
売
っ
て
ほ
し
い
。
村
内
で
集

荷
は
や
っ
て
く
れ
る
の
か
。
マ

ン
ゴ
ー
や
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
を

ネ
ッ
ト
販
売
。
う
る
マ
ル
シ
ェ

へ
持
っ
て
行
っ
て
も
ら
え
な
い

か
。
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
②
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保

全
事
業
を
活
用
し
て
、
今
年
度

は
航
路
浚
渫
を
実
施
し
、
令
和

２
年
度
以
降
に
老
朽
化
し
た
用

地
護
岸
の
打
ち
か
え
及
び
物
揚

げ
場
の
エ
プ
ロ
ン
打
ち
か
え
を

予
定
し
て
い
る
。
養
殖
事
業
は
、

漁
業
者
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば

取
り
組
む
。

教
育
委
員
会
所
管
事
項
に
つ
い
て

問
大
宜
味
村
に
お
い
て
、
経

済
的
理
由
に
よ
る
就
学
困
難
な

状
況
に
対
す
る
奨
学
金
等
の
現

状
は
。
就
学
支
援
・
奨
励
す
る

給
付
型
奨
学
金
の
制
度
に
つ
い

て
問
題
は
あ
る
の
か
。

答
米
須
邦
雄
教
育
長

　
現
在
、
教
育
委
員
会
で
は
要

保
護
、
準
要
保
護
と
認
定
さ
れ

た
世
帯
に
対
し
て
支
援
を
行
う

就
学
援
助
制
度
が
あ
り
、
そ
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
現
状
は
、

育
英
資
金
を
９
名
の
学
生
が
利

用
し
て
い
る
。
月
額
３
万
円
の

貸
付
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度
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事
業
の
取
り
組
み
と
、
村
道
の

維
持
管
理
の
方
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
平
成
30
年
12
月
に
田
嘉
里
区

よ
り
迂
廻
路
の
新
設
要
請
も

あ
っ
た
。
地
形
的
条
件
、
そ
れ

に
伴
う
路
線
延
長
の
観
点
か
ら

補
助
事
業
に
お
い
て
費
用
対
効

果
や
予
算
確
保
が
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
現
段
階
で
は
事

業
の
採
択
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
除
草
作
業
を
メ
イ
ン
に
週

５
日
村
道
沿
い
の
除
草
作
業
や

側
溝
管
理
を
行
い
な
が
ら
道
路

の
不
具
合
を
点
検
、
さ
ら
に
建

設
課
職
員
に
よ
る
点
検
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
橋
梁
等
法
定
点

検
が
定
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
委
託
業
務
を
行
い
安
全

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
２
大
宜
味
村
第
５
次
総
合

計
画
、
前
期
の
基
本
計
画
で

謳
っ
て
い
る
道
路
の
整
備
と
し

て
の
現
況
と
課
題
、
現
況
は
村

道
・
農
道
・
林
道
等
、
国
道
県

道
と
の
連
続
は
保
障
さ
れ
て
い

る
が
相
互
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
は
不
十
分
で
あ
る
。
課
題

は
、
低
地
か
ら
段
丘
面
へ
の
移

動
、
ま
た
段
丘
面
内
で
の
移
動

に
不
備
が
生
じ
て
お
り
、
今
後

整
備
が
必
要
な
路
線
が
残
さ
れ

て
い
る
為
、
整
備
の
継
続
が
必

要
で
あ
る
。
基
本
施
策
と
し
て

村
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
。

行
き
止
ま
り
、
狭
隘
道
路
の
解

消
を
図
り
、
集
落
内
雨
水
排
水

路
の
整
備
を
図
る
。
特
に
段
丘

面
内
の
移
動
に
お
け
る
利
便
性

の
向
上
、
効
率
化
を
図
る
た
め

既
存
道
路
の
改
良
等
を
積
極
的

に
推
進
す
る
と
謳
っ
て
い
る
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
基
本
計
画
に
は
、
確
か
に
必

要
性
を
謳
っ
て
い
る
。
道
路
を

整
備
す
る
中
で
、
事
業
化
す
る

の
は
非
常
に
厳
し
い
。

答
新
城
寛
建
設
環
境
課
長

　
補
助
事
業
は
非
常
に
難
し
い

部
分
が
あ
る
。
村
道
に
お
い
て

か
な
り
年
数
が
た
っ
て
道
路
の

亀
裂
が
表
れ
て
い
る
部
分
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
補
助
事
業
だ

け
で
は
な
く
、
通
常
の
維
持
管

理
等
の
修
繕
も
予
算
が
つ
く
範

囲
で
し
か
で
き
な
い
状
況
だ
が
、

な
る
べ
く
安
全
対
策
を
や
っ
て

い
く
。
補
助
事
業
の
枠
が
取
れ

な
い
部
分
が
あ
る
。
そ
ん
な
中

で
も
予
算
確
保
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

問
３
今
年
の
施
政
方
針
に
も

同
じ
事
を
謳
っ
て
い
る
。
今
後
、

事
業
の
検
討
を
。
平
成
32
年
度

（
令
和
２
年
度
）
ま
で
に
？

答
宮
城
功
光
村
長

　
私
自
身
も
現
地
を
見
て
、
地

形
的
な
も
の
を
見
な
が
ら
可
能

性
が
な
い
か
ど
う
か
。
現
場
を

踏
ま
え
て
、
で
き
る
だ
け
事
業

が
で
き
る
よ
う
に
、
関
係
機
関

に
要
望
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

田
嘉
里
区
へ
新
た
な
村
道（
抜

け
道
）開
設
を

問
１
村
道
田
嘉
里
線
は
、
屋

嘉
比
か
ら
田
嘉
里
山
に
向
け
て

廻
り
道
や
抜
け
道
の
な
い
一
本

道
の
生
活
道
路
で
あ
る
。
老
朽

化
が
進
み
至
る
所
で
亀
裂
や
撓

み
凸
凹
が
あ
り
、
災
害
が
起

こ
っ
た
場
合
、
生
活
が
で
き
な

く
な
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

き
た
。
田
嘉
里
山
は
区
民
に

と
っ
て
最
大
の
樹
園
地
で
あ
り
、

安
全
・
安
心
・
安
住
な
村
づ
く
り

と
し
て
、さ
ら
に
は
地
域
の
活
性

化
を
支
援
す
る
為
に
も
新
た
な

村
道
の
開
設
は
必
要
不
可
欠
だ
。

　
新
た
な
村
道
田
嘉
里
線
整
備

※
学
校
跡
地
活
用
（
旧
喜
如
嘉
小

学
校
）
事
業
に
つ
い
て
も
質
問
し

ま
し
た
。
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宮城　貢　議員

よ
り
入
学
準
備
金
と
し
て
30
万

円
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
給

付
型
奨
学
金
に
つ
い
て
は
実
施

し
て
い
な
い
が
今
後
の
検
討
課

題
に
し
た
い

宮
城
貢
議
員

　
大
宜
味
村
で
現
在
、
就
学
困

難
な
状
況
に
お
い
て
奨
学
金
制

度
が
あ
る
こ
と
、
給
付
型
奨
学

金
制
度
を
検
討
す
る
と
の
返
事

で
し
た
。
今
後
、
高
校
、
大
学
、

専
門
学
校
に
行
け
る
制
度
を
拡

充
し
て
ほ
し
い
。

村
営
団
地
の
現
況
に
つ
い
て

問
空
室
状
況
は
。
団
地
住
民

の
要
望
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
か
。
各
団
地
の
外
灯
の

現
状
は
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
本
村
で
は
昭
和
56
年
度
か
ら

平
成
22
年
度
に
か
け
て
11
団
地
、

約
162
戸
の
団
地
を
建
設
し
た
。

住
民
の
要
望
は
、
個
別
に
担
当

者
に
電
話
が
あ
り
、
修
繕
依
頼

が
主
で
あ
る
。
空
き
室
は
、
宮

城
団
地
、
饒
波
団
地
、
大
宜
味

団
地
各
１
戸
空
い
て
い
る
。
外

灯
は
11
団
地
で
50
基
設
置
し
て

お
り
、
２
基
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取

り
換
え
る
計
画
は
な
い
が
、
耐

用
年
数
等
を
考
慮
し
、
今
後
検

討
す
る
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

問
①
村
長
は
、
本
年
度
の
施

政
方
針
で
学
校
跡
地
を
活
用
し

観
光
振
興
を
中
心
と
し
た
村
の

総
合
産
業
、
村
内
経
済
の
循
環

に
よ
る
村
民
所
得
の
向
上
を
期

待
し
「
や
ん
ば
る
の
森
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」
が

着
工
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
指
定
管
理
者
の
（
株
）

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
フ
ォ
レ
ス
ト

は
農
家
と
事
業
者
向
け
の
農
産

物
・
加
工
食
品
等
の
出
店
者
募

集
説
明
会
を
行
っ
て
い
る
。
本

事
業
に
つ
い
て
、
村
民
か
ら
の

直
接
的
、
間
接
的
要
望
等
が
あ

れ
ば
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
出

店
説
明
会
に
つ
い
て
、
担
当
者

か
ら
の
報
告
は
。

②
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
。

答
宮
城
功
光
村
長

　

　
①
４
月
か
ら
各
住
区
ご
と
に
、

（
株
）フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
フ
ォ
レ

ス
ト
主
催
で
説
明
会
が
行
わ
れ

て
い
る
。
意
見
要
望
と
し
て
、

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
日
用
品

も
売
っ
て
ほ
し
い
。
村
内
で
集

荷
は
や
っ
て
く
れ
る
の
か
。
マ

ン
ゴ
ー
や
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
を

ネ
ッ
ト
販
売
。
う
る
マ
ル
シ
ェ

へ
持
っ
て
行
っ
て
も
ら
え
な
い

か
。
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
②
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保

全
事
業
を
活
用
し
て
、
今
年
度

は
航
路
浚
渫
を
実
施
し
、
令
和

２
年
度
以
降
に
老
朽
化
し
た
用

地
護
岸
の
打
ち
か
え
及
び
物
揚

げ
場
の
エ
プ
ロ
ン
打
ち
か
え
を

予
定
し
て
い
る
。
養
殖
事
業
は
、

漁
業
者
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば

取
り
組
む
。

教
育
委
員
会
所
管
事
項
に
つ
い
て

問
大
宜
味
村
に
お
い
て
、
経

済
的
理
由
に
よ
る
就
学
困
難
な

状
況
に
対
す
る
奨
学
金
等
の
現

状
は
。
就
学
支
援
・
奨
励
す
る

給
付
型
奨
学
金
の
制
度
に
つ
い

て
問
題
は
あ
る
の
か
。

答
米
須
邦
雄
教
育
長

　
現
在
、
教
育
委
員
会
で
は
要

保
護
、
準
要
保
護
と
認
定
さ
れ

た
世
帯
に
対
し
て
支
援
を
行
う

就
学
援
助
制
度
が
あ
り
、
そ
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
現
状
は
、

育
英
資
金
を
９
名
の
学
生
が
利

用
し
て
い
る
。
月
額
３
万
円
の

貸
付
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度
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安里 重和　議員

事
業
の
取
り
組
み
と
、
村
道
の

維
持
管
理
の
方
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
平
成
30
年
12
月
に
田
嘉
里
区

よ
り
迂
廻
路
の
新
設
要
請
も

あ
っ
た
。
地
形
的
条
件
、
そ
れ

に
伴
う
路
線
延
長
の
観
点
か
ら

補
助
事
業
に
お
い
て
費
用
対
効

果
や
予
算
確
保
が
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
現
段
階
で
は
事

業
の
採
択
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
除
草
作
業
を
メ
イ
ン
に
週

５
日
村
道
沿
い
の
除
草
作
業
や

側
溝
管
理
を
行
い
な
が
ら
道
路

の
不
具
合
を
点
検
、
さ
ら
に
建

設
課
職
員
に
よ
る
点
検
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
橋
梁
等
法
定
点

検
が
定
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
委
託
業
務
を
行
い
安
全

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
２
大
宜
味
村
第
５
次
総
合

計
画
、
前
期
の
基
本
計
画
で

謳
っ
て
い
る
道
路
の
整
備
と
し

て
の
現
況
と
課
題
、
現
況
は
村

道
・
農
道
・
林
道
等
、
国
道
県

道
と
の
連
続
は
保
障
さ
れ
て
い

る
が
相
互
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
は
不
十
分
で
あ
る
。
課
題

は
、
低
地
か
ら
段
丘
面
へ
の
移

動
、
ま
た
段
丘
面
内
で
の
移
動

に
不
備
が
生
じ
て
お
り
、
今
後

整
備
が
必
要
な
路
線
が
残
さ
れ

て
い
る
為
、
整
備
の
継
続
が
必

要
で
あ
る
。
基
本
施
策
と
し
て

村
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
。

行
き
止
ま
り
、
狭
隘
道
路
の
解

消
を
図
り
、
集
落
内
雨
水
排
水

路
の
整
備
を
図
る
。
特
に
段
丘

面
内
の
移
動
に
お
け
る
利
便
性

の
向
上
、
効
率
化
を
図
る
た
め

既
存
道
路
の
改
良
等
を
積
極
的

に
推
進
す
る
と
謳
っ
て
い
る
。

答
宮
城
功
光
村
長

　
基
本
計
画
に
は
、
確
か
に
必

要
性
を
謳
っ
て
い
る
。
道
路
を

整
備
す
る
中
で
、
事
業
化
す
る

の
は
非
常
に
厳
し
い
。

答
新
城
寛
建
設
環
境
課
長

　
補
助
事
業
は
非
常
に
難
し
い

部
分
が
あ
る
。
村
道
に
お
い
て

か
な
り
年
数
が
た
っ
て
道
路
の

亀
裂
が
表
れ
て
い
る
部
分
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
補
助
事
業
だ

け
で
は
な
く
、
通
常
の
維
持
管

理
等
の
修
繕
も
予
算
が
つ
く
範

囲
で
し
か
で
き
な
い
状
況
だ
が
、

な
る
べ
く
安
全
対
策
を
や
っ
て

い
く
。
補
助
事
業
の
枠
が
取
れ

な
い
部
分
が
あ
る
。
そ
ん
な
中

で
も
予
算
確
保
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

問
３
今
年
の
施
政
方
針
に
も

同
じ
事
を
謳
っ
て
い
る
。
今
後
、

事
業
の
検
討
を
。
平
成
32
年
度

（
令
和
２
年
度
）
ま
で
に
？

答
宮
城
功
光
村
長

　
私
自
身
も
現
地
を
見
て
、
地

形
的
な
も
の
を
見
な
が
ら
可
能

性
が
な
い
か
ど
う
か
。
現
場
を

踏
ま
え
て
、
で
き
る
だ
け
事
業

が
で
き
る
よ
う
に
、
関
係
機
関

に
要
望
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

田
嘉
里
区
へ
新
た
な
村
道（
抜

け
道
）開
設
を

問
１
村
道
田
嘉
里
線
は
、
屋

嘉
比
か
ら
田
嘉
里
山
に
向
け
て

廻
り
道
や
抜
け
道
の
な
い
一
本

道
の
生
活
道
路
で
あ
る
。
老
朽

化
が
進
み
至
る
所
で
亀
裂
や
撓

み
凸
凹
が
あ
り
、
災
害
が
起

こ
っ
た
場
合
、
生
活
が
で
き
な

く
な
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

き
た
。
田
嘉
里
山
は
区
民
に

と
っ
て
最
大
の
樹
園
地
で
あ
り
、

安
全
・
安
心
・
安
住
な
村
づ
く
り

と
し
て
、さ
ら
に
は
地
域
の
活
性

化
を
支
援
す
る
為
に
も
新
た
な

村
道
の
開
設
は
必
要
不
可
欠
だ
。

　
新
た
な
村
道
田
嘉
里
線
整
備

※
学
校
跡
地
活
用
（
旧
喜
如
嘉
小

学
校
）
事
業
に
つ
い
て
も
質
問
し

ま
し
た
。
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根路銘海岸

大城 邦彦　議員

く
発
生
し
、
村
民
、
観
光
客
等

が
安
心
し
て
泳
げ
る
場
所
が
大

宜
味
村
に
は
な
く
、
観
光
振
興

を
図
る
上
で
も
ク
ラ
ゲ
防
止

ネ
ッ
ト
の
設
置
や
ト
イ
レ
、

シ
ャ
ワ
ー
、
駐
車
場
な
ど
整
備

が
望
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
世

界
自
然
遺
産
登
録
予
定
の
森
林

や
タ
ー
滝
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、

観
光
資
源
活
用
の
少
な
い
海
浜

の
利
用
促
進
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
村
と
し
て
の

見
解
を
伺
う
。

①
　
ク
ラ
ゲ
防
止
ネ
ッ
ト
及
び

ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
、
更
衣

室
等
の
設
置
整
備
に
つ
い
て

②
　
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の

観
光
推
進
に
つ
い
て

③
　
結
の
浜
海
水
浴
場
の
整
備

計
画
に
つ
い
て

答
宮
城
功
光
村
長

　
一
つ
目
の
ク
ラ
ゲ
ネ
ッ
ト
の

設
置
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
計
画
は
な
い
。

　
二
つ
目
の
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
観
光
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
三
つ
目
の
結
の
浜
海
浜
整

備
と
連
動
し
た
取
り
組
み
を
想

定
し
て
検
討
を
し
て
い
る
。

　
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り

組
み
は
、
現
在
で
も
民
泊
事
業

を
受
け
入
れ
時
に
根
路
銘
海
岸

を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
御
承
知
の
と
お
り
と
思
う
。

　
県
外
へ
の
村
の
Ｐ
Ｒ
行
動
を

行
っ
て
き
た
中
で
、
旅
行
業
者

等
か
ら
も
議
員
の
質
問
事
項
の

よ
う
な
要
望
を
受
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
担
当
す
る
企
画

観
光
課
に
お
い
て
そ
の
方
策
に

つ
い
て
検
討
し
な
が
ら
、
関
係

団
体
等
と
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
結
の
浜
海
浜
整
備
計
画
に
つ

き
ま
し
て
は
、
事
業
化
を
図
る

た
め
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
等
の
調

査
、
計
画
に
必
要
な
項
目
な
ど

の
洗
い
出
し
を
行
い
、
今
年
度
、

基
本
計
画
策
定
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
る
。

大
城
邦
彦
議
員

　
子
供
た
ち
が
自
由
に
泳
げ
る

場
所
が
、
い
ま
本
当
に
危
険
で
、

無
い
の
で
す
。
こ
れ
は
予
定
が

あ
る
無
い
じ
ゃ
な
く
、
で
き
る

の
か
で
き
な
い
の
か
、
予
算
が

絡
む
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
、
ぜ
ひ
海
浜
を
生
か
す
た

め
に
も
、
そ
う
い
う
ク
ラ
ゲ
、

そ
し
て
ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
、

駐
車
場
も
含
め
て
、
ぜ
ひ
そ
の

辺
の
整
備
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

根
路
銘
海
岸
等
の
活
用

問
１
根
路
銘
海
岸
高
潮
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策

事
業
が
平
成
16
年
度
に
完
成
し
、

台
風
時
の
高
波
及
び
波
浪
に
対

す
る
海
岸
防
護
機
能
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
整

備
後
は
白
い
砂
浜
を
復
元
し
た

こ
と
で
道
の
駅
と
一
体
的
な
観

光
振
興
の
促
進
及
び
地
域
の
活

性
化
に
も
貢
献
で
き
て
い
る
。
　
　
　

　
現
在
、
観
光
客
等
が
砂
浜
や

夕
日
を
バ
ッ
ク
に
写
真
撮
影
や

散
策
を
し
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い
る
方
が
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く
見

ら
れ
、
お
お
ぎ
み
ま
る
ご
と
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ー
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ズ
ム
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会
に
よ
り
マ
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ン
体
験
な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い

る
が
、
近
年
ハ
ブ
ク
ラ
ゲ
が
多

令和元年９月１日� 第164号（16）大宜味村議会だより

沖縄県知事、北部土木事務所へ大宜味村内の河口閉塞にかかる意見書を提出いたしました。

大宜味村内の河口閉塞の抜本的な改善を求める意見書
大宜味村が管理している普通河川は13河川あり、殆どの河川で河口閉塞しており、特に大川川

及びガジナ川におきましては、慢性的な河口閉塞となっているのが現状であります。　これまで
沖縄県に対して、幾度と河口閉塞の抜本的な改善対策を要請しておりますが、前向きな回答はな
く、担当部署が北部土木事務所に出向いて現状を説明した際には、普通河川の河口付近は村が管
理すべき、という旨の回答を受けております。しかしながら、現場を確認すると海砂が原因で河
口閉塞が生じているのは明らかであります。海砂を除去又は搬出する際には海砂は県の管理財産
であることについて、県は承知しているのにも関わらず、村が管理するべきだとの主張とは矛盾
が生じていると思っております。
村としても、これまで重機使用料等で海岸の海砂の除去作業を繰り返し行ってきておりますが、

海砂を除去しても数日後には元の河口閉塞に戻るため、一時的な応急措置でしかありません。従
来の対応を繰り返すのみでは財政的にも厳しいため、導流堤等を設置するなどの抜本的な整備が
必要不可欠であります。
このような問題は大宜味村、国頭村、名護市、宜野座村、金武町、においても議会の一般質問

で問題提起されており、北部全体の問題になっております。特に大宜味村が管理している、大川
川及び、ガジナ川においては（別紙資料１〜10参照）、過去に海砂による河口閉塞が原因で床上
浸水や畑冠水の被害も経験しており深刻な問題となっております。
住民の安全・安心や経済的な観点からも早急な改善は必要不可欠であり、また令和２年度夏頃

には、奄美大島、徳之島、沖縄県北部および西表島が世界自然遺産登録される予定であります。
河口閉塞で河川の水が溜まると悪臭や環境及び景観にも悪影響を及ぼすのは確実で、世界自然遺
産にも弊害があるのではないかと危惧しております。
また、４月に開催された、住民と議員との意見交換会において、住民から議会も県の方へ要請

行動をして頂きたいという強い要望を受けており、議会として今までの経緯を踏まえて重く受け
止めております。このような観点から、沖縄県において河口閉塞の抜本的な改善を実現するため、
特段のご配慮を賜りますよう下記事項について強く要望いたします。

記

１．沖縄県において大川川及びガジナ川の河口閉塞の抜本的な改善するように強く求める。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　令和元年６月13日　

沖縄県国頭郡大宜味村議会　
宛先　沖縄県知事、北部土木事務所長

沖縄県議会 新里米吉 議長へ
「大宜味村内の河口閉塞の抜本
的な改善を求める要望決議」を
提出いたしました。

※沖縄県議会議長応接室
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光
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光
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図
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光
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図
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①
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光
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光
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。
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取
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。
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。
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図
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取
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。
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台
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図
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光
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光
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よ
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令和元年９月１日� 第164号（16）大宜味村議会だより

沖縄県知事、北部土木事務所へ大宜味村内の河口閉塞にかかる意見書を提出いたしました。

大宜味村内の河口閉塞の抜本的な改善を求める意見書
大宜味村が管理している普通河川は13河川あり、殆どの河川で河口閉塞しており、特に大川川
及びガジナ川におきましては、慢性的な河口閉塞となっているのが現状であります。　これまで
沖縄県に対して、幾度と河口閉塞の抜本的な改善対策を要請しておりますが、前向きな回答はな
く、担当部署が北部土木事務所に出向いて現状を説明した際には、普通河川の河口付近は村が管
理すべき、という旨の回答を受けております。しかしながら、現場を確認すると海砂が原因で河
口閉塞が生じているのは明らかであります。海砂を除去又は搬出する際には海砂は県の管理財産
であることについて、県は承知しているのにも関わらず、村が管理するべきだとの主張とは矛盾
が生じていると思っております。
村としても、これまで重機使用料等で海岸の海砂の除去作業を繰り返し行ってきておりますが、
海砂を除去しても数日後には元の河口閉塞に戻るため、一時的な応急措置でしかありません。従
来の対応を繰り返すのみでは財政的にも厳しいため、導流堤等を設置するなどの抜本的な整備が
必要不可欠であります。
このような問題は大宜味村、国頭村、名護市、宜野座村、金武町、においても議会の一般質問
で問題提起されており、北部全体の問題になっております。特に大宜味村が管理している、大川
川及び、ガジナ川においては（別紙資料１〜10参照）、過去に海砂による河口閉塞が原因で床上
浸水や畑冠水の被害も経験しており深刻な問題となっております。
住民の安全・安心や経済的な観点からも早急な改善は必要不可欠であり、また令和２年度夏頃
には、奄美大島、徳之島、沖縄県北部および西表島が世界自然遺産登録される予定であります。
河口閉塞で河川の水が溜まると悪臭や環境及び景観にも悪影響を及ぼすのは確実で、世界自然遺
産にも弊害があるのではないかと危惧しております。
また、４月に開催された、住民と議員との意見交換会において、住民から議会も県の方へ要請
行動をして頂きたいという強い要望を受けており、議会として今までの経緯を踏まえて重く受け
止めております。このような観点から、沖縄県において河口閉塞の抜本的な改善を実現するため、
特段のご配慮を賜りますよう下記事項について強く要望いたします。

記

１．沖縄県において大川川及びガジナ川の河口閉塞の抜本的な改善するように強く求める。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　令和元年６月13日　

沖縄県国頭郡大宜味村議会　
宛先　沖縄県知事、北部土木事務所長

沖縄県議会 新里米吉 議長へ
「大宜味村内の河口閉塞の抜本
的な改善を求める要望決議」を
提出いたしました。

※沖縄県議会議長応接室
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沖縄県議会前
【令和元年６月17日  大宜味村内の河口閉塞の抜本的な改善を求める意見書・要望決議書提出】

※平良昭一県議、具志堅透県議同行
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